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（午前１０時００分  開会）  

議   長（堀   格）   皆様、おはようございます。  

これより令和３年川西町議会第３回定例会を開会いたします。  

なお、本定例会におきましても、新型コロナウイルス感染予防対策のため、

出席者全員にマスクの着用を求めますので、御了承ください。  

会議に先立ちまして、去る７月１８日の川西町議会議員補欠選挙において

当選されました阪本  学議員を紹介いたします。  

阪本  学議員、その場にてご起立をお願いします。  

１番議員（阪本  学）   おはようございます。阪本でございます。よろしくお願い

いたします。（拍手）  

議   長（堀   格）   このことにより、現在の議員数は１２名であります。  

ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。よって議会は

成立いたしましたので、これより会議を開きます。  

町長より、定例会招集についての挨拶を受けることにいたします。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   皆様、おはようございます。  

本日ここに、令和３年川西町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、

議員の皆様には、公私何かと御多用の中、御出席賜り、厚く御礼申し上げま

す。  

本定例会が開催されるに当たり、一言御挨拶申し上げます。  

さて、全国的に新型コロナウイルスの新規感染者数は減少傾向にあるもの

の、病床使用率や重症患者数は依然高水準にあり、奈良県におきましても、

新規感染者数の高止まり、病床の逼迫などにより、保健所や医療関係機関の

負担が深刻な状況となっており、その疲弊が懸念されるところであります。  

幸いにも町内においては、重大なクラスター発生などの事態は生じており

ませんが、小中学校の新学期が始まり、様々な感染リスクが増大する中で、

町としては、これまで以上に感染防止対策の徹底を行うとともに、コロナワ

クチン接種の早期完了を目指すなど、町に課された役割と可能な対策の実行

に注力してまいる所存でございます。皆様の一層の御理解、御協力をよろし

くお願い申し上げます。  

このような中、今第３回定例会に提案させていただきますのは、令和２年

度の一般会計・特別会計決算、令和３年度一般会計補正予算など、予算・決

算関係７件、条例の一部改正など２件、その他、一部事務組合の規約変更や

人事案件などの諸議案であります。  

何とぞよろしく御審議いただきますようお願い申し上げまして、開会の御

挨拶とさせていただきます。  

議   長（堀   格）   日程第１、議席の指定を行います。  

今回当選されました阪本  学議員の議席は、会議規則第４条第２項の規定に

よって、１番に指定します。  
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日程第２、会議録署名議員の指名を行います  

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、９番  石田三郎議員、

１０番  寺澤秀和議員を指名いたします。  

日程第３、会期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。  

本定例会の会期は、本日より２４日までの１６日間にしたいと思います。

御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日よ

り２４日までの１６日間に決定いたしました。  

日程第４、町長の所信表明を行います。  

去る７月１８日の川西町長選挙において当選されました小澤町長から、所

信表明を行いたい旨の申出がありましたので、これを許します。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   本日は、町長就任後初めての本会議となります。議長のお

許しを得ましたので、本会議の貴重なお時間をいただくこととなりますが、

町長就任の御挨拶と私の町政運営に対する所信の一端を述べさせていただき

たいと思います。  

さて、私は、７月までの選挙戦を経て、川西町政を担わせていただくこと

となりました。今回の選挙戦は、町を二分する激しいものとなりましたが、

今後のまちづくりは、川西町が“ワンチーム”となり、川西での暮らしがよ

りよくなるように、子ども世代、孫世代に誇りを持って引き継いでいくこと

ができる川西町をつくっていくことができるように、私が町長として、リー

ダーとして、一生懸命に頑張ってまいりたいと考えております。「謙虚に、

前向きに」の姿勢を大切に進んでいきたいと考えておりますので、引き続き

皆様の御指導、御鞭撻をお願いできればと存じます。よろしくお願い申し上

げます。  

まず、私の川西町と取り巻く環境の現状認識を述べさせていただきます。  

川西町は、西名阪国道が近く、大阪・名古屋に直通、奈良盆地の真ん中に

位置して、平らな土地も多い、良好な住宅環境・田園環境を備える住みよい

町です。また、文化活動、スポーツ活動、まちづくり地域活動も活発に行わ

れ、住民文化も豊かな町です。これは、議員の皆様をはじめ、町民の皆様、

先人の方々の積み重ねてきていただいたものの結晶であります。  

一方、近年、社会環境は急激に変化しております。全国一律に成長する時

代は終わり、人口減少、少子化、高齢化、長寿化、デジタル化、国際化、家

族の在り方や価値観の多様化、このような変化の中で、地方行政は、国に言

われること、県に言われることをただやるのではなく、自ら考え、工夫し、

行動して、この変化の荒波を乗り越えていくことが求められております。  

そうした中で、この変化を乗りこなし、ここ１０年来の地方創生の掛け声
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の中、未来に向けて明るい展望を抱いているまちもあります。それは、この

川西町周辺でもそうです。  

一方、川西、特に川西の行政は、前例主義を乗り越えられず、この変化の

波に遅れてしまい、目の前にある仕事を淡々とこなす状態となってしまって

いる部分があるのではないでしょうか。前例主義は、行政の性格上、立場上、

どうしてもそうなってしまうものと私は認識しています。しかし、その前例

主義を乗り越え、創意工夫を引き出していくことができるかどうかは、首長

の意志とリーダーシップ次第であり、首長の責任であると私は考えておりま

す。  

私は、時代の変化に乗り、生かすことができる町をつくっていくべく、私

自身が時代の変化をしっかりと捉え、ビジョンを示し、しっかりと意志を持

って川西町を行政から変革していきたいと考えております。  

川西町が社会の変化を自らのチャンスとし、未来を創造していくに向けて、

私が掲げるプラン４つの柱は、「シニアの生活支援強化」「子育て、教育の

支援強化」「人と企業が集まるまちづくりの推進」「行政改革の推進」です。

これらの柱について、簡単に説明をさせていただきます。  

まず、「シニアの生活支援強化」についてです。  

これまで、超高齢化に対応し、介護保険制度や施設の整備等が進められて

まいりました。その一方、長寿化によってお元気で健康なシニアの方々も多

く、そのような期間も長い時代となっております。私は、そのようなまだま

だお元気なシニアの皆様に、川西をわくわく楽しみながら暮らし続けたいと

思っていただける、そのようなまちづくりを進めたいと思っております。  

次に、「子育て、教育の支援強化」についてです。  

今、共働き夫婦が急激に増えております。そのような御夫婦に川西に住ん

でいただくためには、働くことと子育てをすることの両立がしやすい環境を

整える必要があります。そのために、学童保育の充実が不可欠です。体制と

内容の充実を図ることで、子育て世代に評価される環境をつくってまいりま

す。  

また、子育て世代がもちろん関心の強い教育に関しては、学力のみならず、

変化の激しい時代に必要とされる“生きる力”をつけることができる教育づ

くりを目指したいと考えております。  

次に、「人と企業が集まるまちづくりの推進」についてです。  

川西町は、商業店舗が徐々に減ってきており、町内外から見て、訪れるま

ちとしての魅力が失われてきてしまいました。しかし、これから、大和中央

道、京奈和自動車道の一般道の整備がまさに進もうとしております。また、

大和平野中央プロジェクトを県が掲げ、磯城郡に対する関心が高まっている

状況もございます。この機会を逃さぬように生かし、町内から見て便利な、

そして、町外から見ても訪れたいと思う、また、企業も参画したいと思う、

そのような魅力あるまちづくりを進めていきたいと考えております。  
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最後に、「行政改革の推進強化」についてです。  

これについては、先ほど述べましたとおり、前例主義に負けることなく、

首長であります私が時代の変化をしっかりと捉え、方針を示し、意志を持っ

て進めてまいります。その方針としましては、住民の皆様の利便性、町内の

生産性を上げるために、デジタル活用の推進、働く世代の減少の中、誇りを

持って人材が生き生きと働く採用と職場環境づくり、川西町の存在を発信し、

シビックプライドを醸成できる広報づくり、これらを進めることにより、川

西町の暮らしの充実、未来づくりのために、しなやかで力強い行政づくりに

取り組んでまいります。  

以上、今後の町政運営に対する所信を述べさせていただきましたが、これ

は一朝一夕に成し遂げられるものではありません。また、私一人の小さな力

でできるものでもございません。町民の皆様並びに議員の皆様、役場の職員

の皆様、そのほか川西に関心を寄せていただける皆様の御理解、御支援、御

協力をいただき、初めて進めていくことができることです。皆様のお力添え

を賜り、力強く、川西町のよりよい暮らしづくり、誇りを持って引き継いで

いくことができる未来づくりに取り組んでいくことができますよう、まず私

が、謙虚に前向きに学び、知恵を絞り、汗をかいてまいります。  

重ねてのお願いとなりますが、皆様の御理解、御協力、御指導、御鞭撻を

いただきたく、何とぞ、何とぞよろしくお願いを申し上げます。  

以上、町長就任に当たりましての私の所信の表明とさせていただきます。  

御清聴ありがとうございました。（拍手）  

議   長（堀   格）   川西町発展のために最大限の御尽力をお願いいたします。  

それでは、次に、日程第５、諸報告に入ります。  

報告第５号、放棄した債権の報告についてを、川西町債権管理条例第１１

条第２項の規定により、町長に報告を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   御報告します。  

報告第５号、放棄した債権の報告についてでありますが、これは、水道料

金及び町営住宅使用料の滞納者の債権について、破産法の規定に基づく免責

許可の決定が確定したことから、川西町債権管理条例第１１条第１項の規定

により債権を放棄したので、同条第２条の規定により報告するものでござい

ます。  

債権放棄の件数は３件、額は３６０万２３０円であります。  

報告は以上です。  

議   長（堀   格）   町長の説明が終わりました。  

本件は報告事項でありますので、御了承願います。  

次に、報告第６号、健全化判断比率の報告について、報告第７号、川西町

資金不足比率の報告について及び報告第８号、川西町土地開発公社の経営状

況等の報告については、お手元に配付いたしておりますので、御清覧おきお
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願いいたします。  

次に、報告第９号、定期監査報告につきましては、令和３年６月から令和

３年８月期までの例月出納検査の結果報告が提出されております。その報告

を西田監査委員に求めます。  

西田監査委員。  

監査委員（西田亜希子）   令和３年６月から令和３年８月期に実施いたしました例

月監査の結果を御報告申し上げます。  

伊藤監査委員とともに、地方自治法第２３５条の２第１項並びに地方公営

企業法第２７条の２第１項の規定により、令和３年度の川西町一般会計及び

特別会計並びに企業会計の出納及び予算の執行状況につきまして、岡田会計

管理者並びに山口事業担当理事に必要な調書の提出を求めて、関係帳簿及び

証拠書類を対照しながら説明を受け、厳正なる審査を実施いたしました結果、

各会計における予算の執行並びに現金の出納・保管などについては、過誤も

なく適正に行われているものと認めましたので、ここに御報告申し上げます。  

令和３年９月９日  

監査委員  西田亜希子  

議   長（堀   格）   以上で諸報告が終わりました。  

これより議事に入ります。  

日程第６、選任第３号、常任委員会委員の選任についてを議題といたしま

す。  

本件につきましては、今回新たに当選されました阪本  学議員の常任委員会

委員の選任を行うものであります。  

お諮りいたします。  

常任委員会委員の選任につきましては、委員会条例第７条第４項の規定に

より、議長において、阪本  学議員を厚生文教委員会委員に指名したいと思い

ます。御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました

阪本  学議員を厚生文教委員会委員に選任することに決定いたしました。  

なお、任期は、本日より令和５年４月２９日までとなります。  

日程第７、特別委員会委員の選任についてを議題といたします。  

本件につきましても、阪本  学議員の特別委員会委員の選任を行うものであ

ります。  

まず、報告第１０号、特別委員会委員の選任についてであります。  

議長報告といたしまして、去る８月２５日に駅周辺整備特別委員会が開催

されましたので、委員会条例第７条第４項ただし書により、議長において、

阪本  学議員を駅周辺整備特別委員会委員に選任したことを御報告申し上げま

す。  

次に、選任第４号、特別委員会委員の選任についてであります。  
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お諮りいたします。  

委員会条例第７条第４項の規定によりまして、議長において、阪本  学議員

を工業ゾーン創出特別委員会委員に指名したいと思います。御異議ございま

せんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました

阪本  学議員を工業ゾーン創出特別委員会委員に選任することに決定いたしま

した。  

なお、駅周辺整備特別委員会委員及び工業ゾーン創出特別委員会委員の任

期は、令和５年４月２９日までとしております。  

日程第８、承認第３号、川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処

分についてより、日程第１９、同意第３号、川西町教育委員会委員の任命に

ついてまでの各議案につきましては、既に招集通知とともに配付しておりま

す関係上、各位におかれましては熟読願っておりますので、この際、議案の

朗読を省略したいと思います。御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、議案の朗読を省略すること

に決定いたしました。  

日程第８、承認第３号、川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処

分についてを議題といたします。  

当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   御説明いたします。  

承認第３号、川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処分について

でありますが、これは、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に

関する法律の施行に伴い、行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律、いわゆる番号利用法が改正されることから、関係

する３条例の改正を行うものでありまして、この改正施行日が９月１日であ

ったため、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分を行ったも

のであります。  

説明は以上であります。  

議   長（堀   格）   説明が終わりました。  

お諮りいたします。  

ただいま説明がありました承認第３号は、それぞれ所管の常任委員会へ付

託したいと思います。御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、承認第３号は、総務建設経

済委員会、厚生文教委員会へ付託することに決定いたしました。  

日程第９、認定第１号、令和２年度川西町一般会計・特別会計決算につい
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てを議題といたします。  

当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   認定第１号、令和２年度川西町一般会計・特別会計決算に

ついてでありますが、これは、令和２年度川西町一般会計のほか公営企業会

計を除く４つの特別会計の決算について、地方自治法第２３３条第３項の規

定に基づき、議会の認定を求めるものでございます。  

まず、町財政の大宗を占める一般会計でございます。  

令和２年度川西町歳入歳出決算書の２ページを御覧ください。  

歳入総額７２億３ ,６６５万６ ,４３０円に対し、歳出総額６９億２ ,６９４

万４ ,４９８円となり、歳入歳出の差引額は３億９７１万１ ,９３２円であり、

このうち翌年度へ繰り越すべき財源５ ,３５８万６ ,０００円を控除した実質

収支の額は、２億５ ,６１２万５ ,９３２円となったところです。  

以下、一般会計決算及び特別会計決算の詳細につきましては、会計管理者

から御説明いたします。  

議   長（堀   格）   会計管理者。  

会計管理者（岡田充浩）   それでは、令和２年度川西町一般会計・特別会計決算に

ついて、まず、一般会計の歳入についてより説明いたします。  

決算書の３ページをお願いいたします。第１款町税、予算現額１１億２５

６万円に対しまして、収入済額は１１億７３９万５ ,８５３円であります。  

第２款地方譲与税、予算現額２ ,７１８万円に対しまして、収入済額は２ ,

５９３万４ ,０００円であります。  

第３款利子割交付金、予算現額１６０万円に対しまして、収入済額は１５

５万９ ,０００円であります。  

第４款配当割交付金、予算現額７６０万円に対しまして、収入済額は８０

８万６ ,０００円であります。  

ページをめくっていただきまして、第５款株式等譲渡所得割交付金、予算

現額７７０万円に対しまして、収入済額は８８６万１ ,０００円であります。  

第６款法人事業税交付金、予算現額７５０万円に対しまして、収入済額は

１ ,２５３万８ ,０００円であります。  

第７款地方消費税交付金、予算現額１億８ ,３４０万円に対しまして、収入

済額は１億６ ,５１８万５ ,０００円であります。  

第８款環境性能割交付金、予算現額２１５万７ ,０００円に対しまして、収

入済額は２６７万８ ,０００円であります。  

第９款地方特例交付金、予算現額８４９万６ ,０００円に対しまして、収入

済額は９９０万３ ,０００円であります。  

第１０款地方交付税、予算現額１４億６ ,９８３万５ ,０００円に対しまし

て、収入済額は１５億４ ,５６６万８ ,０００円であります。  

第１１款交通安全対策特別交付金、予算現額６１万４ ,０００円に対しまし
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て、収入済額は７２万円であります。  

第１２款分担金及び負担金、予算現額４ ,８６８万７ ,０００円に対しまし

て、収入済額は１ ,９７３万９ ,１５３円であります。  

５ページに移っていただきまして、第１３款使用料及び手数料、予算現額

６ ,４２４万円に対しまして、収入済額は５ ,９６２万７７４円であります。  

第１４款国庫支出金、予算現額１７億４ ,９６１万１ ,０００円に対しまし

て、収入済額は１６億３ ,３０１万２ ,３８１円であります。  

第１５款県支出金、予算現額２億９ ,９６４万４ ,０００円に対しまして、

収入済額は２億８ ,４１４万４ ,９７２円であります。  

第１６款財産収入、予算現額１ ,０７６万５ ,０００円に対しまして、収入

済額は１ ,１１９万５ ,２０７円であります。  

第１７款寄附金、予算現額３ ,３１０万円に対しまして、収入済額は２ ,５

１８万６ ,０１２円であります。  

ページをめくっていただきまして、第１８款繰入金、予算現額８億９ ,０５

１万７ ,０００円に対しまして、収入済額は８億８ ,９４５万９ ,０００円であ

ります。  

第１９款繰越金、予算現額４億９ ,２３６万２ ,０００円に対しまして、収

入済額は４億９ ,２３６万２ ,６５０円であります。  

第２０款諸収入、予算現額４億３ ,９２４万９ ,０００円に対しまして、収

入済額は４億４ ,１１３万９ ,４２８円であります。  

第２１款町債、予算現額９億２ ,１０８万４ ,０００円に対しまして、収入

済額は４億９ ,２２６万９ ,０００円であります。  

以上、歳入合計は、予算現額７７億６ ,７９０万１ ,０００円に対しまして、

調定額７３億５ ,４６７万８ ,４９７円、収入済額７２億３ ,６６５万６ ,４３

０円で、不納欠損額は３９４万８ ,３４０円、収入未済額は１億１ ,４０７万

３ ,７２７円であります。  

次に、歳出について各款ごとに説明いたします。  

７ページをお願いいたします。第１款議会費、予算現額７ ,８５８万２ ,０

００円に対しまして、支出済額は７ ,７６１万６ ,４３６円であります。  

第２款総務費、予算現額２３億１ ,９５０万９ ,０００円に対しまして、支

出済額は２１億３ ,０８５万３ ,４７３円で、翌年度繰越額は１億３ ,９７０万

円であります。  

第３款民生費、予算現額１３億５ ,１１８万７ ,０００円に対しまして、支

出済額は１２億７ ,４５４万５ ,６５２円であります。  

第４款衛生費、予算現額３億５ ,４４１万６ ,０００円に対しまして、支出

済額は２億８ ,０４２万５ ,６３４円で、翌年度繰越額は４ ,８４５万８ ,００

０円であります。  

ページをめくっていただきまして、第５款農商工業費、予算現額７億３ ,９

４３万９ ,０００円に対しまして、支出済額は７億３ ,６４４万８ ,４１４円で
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あります。  

第６款土木費、予算現額１０億６ ,９５１万５ ,０００円に対しまして、支

出済額は６億７ ,８１７万２ ,５８１円で、翌年度繰越額は３億５ ,１６１万円

であります。  

第７款消防費、予算現額１億９ ,２０８万２ ,０００円に対しまして、支出

済額は１億８ ,５７９万１ ,９０３円であります。  

第８款教育費、予算現額６億８ ,３３９万５ ,０００円に対しまして、支出

済額は５億９ ,８１６万３ ,１５９円で、翌年度繰越額は１２１万円でありま

す。  

９ページに移っていただきまして、第９款公債費、予算現額６億６ ,７６５

万７ ,０００円に対しまして、支出済額は６億６ ,６９１万４ ,０５５円であり

ます。  

第１０款諸支出金、予算現額２億９ ,８７５万９ ,０００円に対しまして、

支出済額は２億９ ,８０１万３ ,１９１円であります。  

第１１款予備費、予算現額１ ,３３６万円、支出済額は０円でありますが、

民生費に６４万円、消防費に１００万円を充用しております。  

以上、歳出合計は、予算現額７７億６ ,７９０万１ ,０００円に対しまして、

支出済額は６９億２ ,６９４万４ ,４９８円であり、歳入歳出差引残額３億９

７１万１ ,９３２円を令和３年度へ繰越しをしております。  

次に、財産に関する調書について説明いたします。  

１１８ページをお願いいたします。なお、ここでは、決算年度中に主な増

減があった物件のみ報告させていただきます。  

１ .公有財産、 (１ )土地及び建物では、土地といたしまして、島の山史跡公

園で１８５平方メートルの増、建物といたしましては、集会所で１４１平方

メートルの減となっております。次のページ、 (２ )有価証券につきましては、

増減はございませんでした。 (３ )出資による権利につきましても、増減はご

ざいませんでした。  

ページをめくっていただきまして、２ .物品につきましては、パーソナルコ

ンピュータ２４台、カラープリンタ１台、液晶テレビ１台、発電機６台が増

となり、モノクロプリンタ１台が減となりました。  

次のページ、３ .基金につきましては、各基金の上段に３月３１日現在の額

を、下段に出納整理期間中の増減を含めた額を表示しております。ここでは、

上段の３月３１日現在での各基金の増減の内訳について説明いたします。１

円単位で申し上げます。財政調整基金、利息７２万３ ,０３０円の増、減債基

金積立て１ ,２０８万６ ,０００円及び利息１６６万６ ,３２２円の計１ ,３７

５万２ ,３２２円の増、地域福祉基金、利息２０万２ ,４０５円の増、土地開

発基金、利息７万１ ,３７７円の増、地域づくり振興基金、利息１７万１ ,４

３６円の増、国保財政調整基金、利息７万１ ,８９６円の増、自治振興基金、

取崩し２１５万円の減、利息９万７ ,３３０円の増、差引２０５万２ ,６７０
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円の減、介護給付費準備基金、取崩し６４３万９ ,５６６円の減、利息２万６ ,

２７２円の増、差引６４１万３ ,２９４円の減、環境整備基金、取崩し１ ,９

６５万７ ,０００円の減、利息１０万８ ,５９３円の増、差引１ ,９５４万８ ,

４０７円の減、川西町ふるさと応援基金、取崩し１０２万８ ,０００円の減、

積立て４２４万３ ,０００円及び利息１万５ ,４３２円の増、差引３２３万４

３２円の増、川西町まちづくり基金、取崩し７億円の減、積立て５ ,８３６万

９ ,０００円及び利息１１万１ ,５１８円の増、差引６億４ ,１５１万９ ,４８

２円の減、森林環境譲与税基金、積立て６８万円の増でした。  

以上で、財産に関する調書の説明を終わります。  

続きまして、国民健康保険特別会計の決算について説明いたします。  

１２３ページの実質収支に関する調書をお開きください。  

国民健康保険特別会計の歳入総額は９億８ ,８１５万５ ,５６３円、歳出総

額は９億６ ,６０７万２５６円で、歳入歳出差引額２ ,２０８万５ ,３０７円が

実質収支であります。  

次に、歳入の各款について説明いたします。  

次の１２４ページをお願いいたします。第１款国民健康保険税、予算現額

１億６ ,４８３万４ ,０００円に対しまして、収入済額は１億７ ,３１５万５ ,

４３４円であります。  

第２款使用料及び手数料は、予算現額４万円に対しまして、収入済額は４

万８ ,１５０円であります。  

第３款国庫支出金、予算現額９７０万３ ,０００円に対しまして、収入済額

は６５８万７ ,０００円であります。  

第４款県支出金、予算現額７億４ ,７００万２ ,０００円に対しまして、収

入済額は６億９ ,３４３万２ ,６２０円であります。  

第５款連合会負担支出金、予算現額３９万７ ,０００円に対しまして、収入

済額は３８万４ ,５３５円であります。  

第６款財産収入、予算現額７万２ ,０００円に対しまして、収入済額は７万

１ ,８９６円であります。  

第７款繰入金、予算現額９ ,０２４万円に対しまして、収入済額は８ ,７１

７万６ ,６１１円であります。  

ページをめくっていただきまして、第８款繰越金、予算現額２ ,００８万２ ,

０００円に対しまして、収入済額は２ ,１４０万２ ,９５３円であります。  

第９款諸収入、予算現額２９万１ ,０００円に対しまして、収入済額は５８

９万６ ,３６４円であります。  

以上、歳入合計は、予算現額１０億３ ,２６６万１ ,０００円に対しまして、

調定額９億９ ,６４７万８ ,６６４円、収入済額９億８ ,８１５万５ ,５６３円

で、不納欠損額は８５万３ ,３２０円、収入未済額は７４６万９ ,７８１円で

あります。  

次に、歳出の各款について説明いたします。  
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１２６ページをお願いいたします。第１款総務費、予算現額３ ,８９１万７ ,

０００円に対しまして、支出済額は３ ,４１６万５ ,５６７円であります。  

第２款保険給付費、予算現額７億４ ,３２１万８ ,０００円に対しまして、

支出済額は６億９ ,４２６万１２１円であります。  

第３款国民健康保険事業費納付金、予算現額２億３ ,２８９万１ ,０００円

に対しまして、支出済額は２億３ ,２３９万９ ,３８３円であります。  

ページをめくっていただきまして、第４款共同事業拠出金、予算現額１ ,０

００円に対しまして、支出済額９０円であります。  

第５款保健事業費、予算現額６９８万５ ,０００円に対しまして、支出済額

は４７１万３ ,９４９円であります。  

第６款基金積立金、予算現額７万２ ,０００円に対しまして、支出済額は７

万１ ,８９６円であります。  

第７款諸支出金、予算現額８５万６ ,０００円に対しまして、支出済額は４

５万９ ,２５０円であります。  

第８款予備費、予算現額９７２万１ ,０００円となっておりますが、当初予

算額１ ,０００万円のうち、国民健康保険事業費納付金に２７万９ ,０００円

を充用しております。支出済額は予算額の充用のため０円であります。  

以上、歳出合計は、予算現額１０億３ ,２６６万１ ,０００円に対しまして、

支出済額は９億６ ,６０７万２５６円であり、歳入歳出差引残額２ ,２０８万

５ ,３０７円を令和３年度へ繰越しいたしました。  

以上で、国民健康保険特別会計の説明を終わります。  

続きまして、後期高齢者医療特別会計の決算について説明いたします。  

１５０ページの実質収支に関する調書をお開きください。  

後期高齢者医療特別会計の歳入総額は１億６ ,４２３万５ ,２９５円、歳出

総額は１億６ ,３８８万５ ,７９５円で、歳入歳出差引額３４万９ ,５００円が

実質収支であります。  

次に、歳入の各款について説明いたします。  

１５１ページをお願いいたします。第１款後期高齢者医療保険料、予算現

額１億２ ,０６８万７ ,０００円に対しまして、収入済額は１億２ ,０７１万６ ,

７００円であります。  

第２款使用料及び手数料、予算現額１万６ ,０００円に対しまして、収入済

額は４ ,１００円であります。  

第３款繰入金、予算現額４ ,１３９万１ ,０００円に対しまして、収入済額

は４ ,００４万２ ,７９０円であります。  

第４款繰越金、予算現額２０万円に対しまして、収入済額は１５万４７０

円であります。  

第５款諸収入、予算現額３７８万９ ,０００円に対しまして、収入済額は２

９０万７ ,２３５円であります。  

第６款国庫支出金、予算現額４１万４ ,０００円に対しまして、収入済額は
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４１万４ ,０００円であります。  

１５２ページをお願いいたします。  

以上、歳入合計は、予算現額１億６ ,６４９万７ ,０００円に対しまして、

調定額１億６ ,４２３万５ ,２９５円、収入済額も同額の１億６ ,４２３万５ ,

２９５円で、不能欠損額及び収入未済額は０円であります。  

次に、歳出の各款について説明いたします。  

１５３ページをお願いいたします。第１款総務費、予算現額９４３万１ ,０

００円に対しまして、支出済額は８５１万９ ,５４４円であります。  

第２款後期高齢者医療広域連合納付金、予算現額１億５ ,２８８万９ ,００

０円に対しまして、支出済額は１億５ ,２８５万８ ,９６５円であります。  

第３款保健事業費、予算現額３５７万２ ,０００円に対しまして、支出済額

は２４６万３ ,４８６円であります。  

第４款諸支出金、予算現額１０万５ ,０００円に対しまして、支出済額は４

万３ ,８００円であります。  

第５款予備費、予算現額５０万円で、予備費の充用はございませんでした。  

以上、歳出合計は、予算現額１億６ ,６４９万７ ,０００円に対しまして、

支出済額は１億６ ,３８８万５ ,７９５円であり、歳入歳出差引残額３４万９ ,

５００円を令和３年度へ繰越しいたしました。  

以上で、後期高齢者医療特別会計の説明を終わります。  

次に、介護保険事業勘定特別会計の決算について説明いたします。  

１６２ページの実質収支に関する調書をお開きください。  

介護保険事業勘定特別会計の歳入総額は８億８ ,０９９万６ ,３４０円、歳

出総額は８億７ ,６６３万６ ,８６１円で、歳入歳出差引額４３５万９ ,４７９

円が実質収支であります。  

次に、歳入の各款について説明いたします。  

次の１６３ページをお願いいたします。第１款保険料、予算現額１億６ ,５

５０万５ ,０００円に対しまして、収入済額は１億６ ,８３９万１ ,５００円で

あります。  

第２款分担金及び負担金、予算現額１ ,０００円に対しまして、収入はござ

いませんでした。  

第３款使用料及び手数料、予算現額１万円に対しまして、収入済額は８ ,４

００円であります。  

第４款国庫支出金、予算現額２億１ ,５７０万６ ,０００円に対しまして、

収入済額は１億９ ,３３１万３ ,２９０円であります。  

第５款支払基金交付金、予算現額２億４ ,９５０万９ ,０００円に対しまし

て、収入済額は２億１ ,４０４万９ ,０００円であります。  

第６款県支出金、予算現額１億３ ,９５７万６ ,０００円に対しまして、収

入済額は１億２ ,４４３万２ ,９８９円であります。  

ページをめくっていただきまして、第７款財産収入、予算現額２万６ ,００
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０円に対しまして、収入済額は２万６ ,２７２円であります。  

第８款繰入金、予算現額２億２ ,５３６万４ ,０００円に対しまして、収入

済額は１億６ ,９８１万４ ,２９３円であります。  

第９款繰越金、予算現額１ ,０８２万９ ,０００円に対しまして、収入済額

は１ ,０８２万８ ,１７６円であります。  

第１０款諸収入、予算現額４ ,０００円に対しまして、収入済額は１３万２ ,

４２０円であります。  

以上、歳入合計は、予算現額１０億６５３万円に対しまして、調定額８億

８ ,０９９万６ ,３４０円、収入済額８億８ ,０９９万６ ,３４０円で、不能欠

損額及び収入未済額は０円であります。  

次に、歳出の各款について説明いたします。  

次の１６５ページをお願いいたします。第１款総務費、予算現額５ ,１６７

万５ ,０００円に対しまして、支出済額は４ ,７３８万５ ,２９１円であります。  

第２款保険給付費、予算現額８億８ ,３９８万６ ,０００円に対しまして、

支出済額は７億６ ,６９６万９ ,６９８円であります。  

第３款地域支援事業費、予算現額５ ,９７９万円に対しまして、支出済額は

５ ,１４１万５ ,４２５円であります。  

ページをめくっていただきまして、第４款基金積立金、予算現額２万７ ,０

００円に対しまして、支出済額は２万６ ,２７２円であります。  

第５款諸支出金、予算現額１ ,０９５万３ ,０００円に対しまして、支出済

額は１ ,０８４万１７５円であります。  

第６款予備費、予算現額９万９ ,０００円で、他の科目への充用はございま

せんでした。  

以上、歳出合計は、予算現額１０億６５３万円に対しまして、支出済額は

８億７ ,６６３万６ ,８６１円であり、歳入歳出差引残額４３５万９ ,４７９円

を令和３年度へ繰越しいたしました。  

以上で、介護保険事業勘定特別会計の説明を終わります。  

続きまして、住宅新築資金等貸付事業特別会計の決算について説明いたし

ます。  

１９２ページの実質収支に関する調書をお開きください。  

住宅新築資金等貸付事業特別会計の歳入総額は２９４万３ ,６２３円、歳出

総額は８０６万５ ,９８０円で、歳入歳出差引歳入不足額５１２万２ ,３５７

円が実質収支であります。  

次に、歳入の各款について説明いたします。  

次の１９３ページをお願いいたします。第１款県支出金、予算現額１７万

１ ,０００円に対しまして、収入済額は１７万１ ,０００円であります。  

第２款諸収入、予算現額９２３万４ ,０００円に対しまして、収入済額は２

７７万２ ,６２３円であります。  

以上、歳入合計は、予算現額９４０万５ ,０００円に対しまして、調定額９ ,
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６２６万９ ,４６９円、収入済額２９４万３ ,６２３円で、不能欠損額０円、

収入未済額は９ ,３３２万５ ,８４６円であります。  

次に、歳出の各款について説明いたします。  

１９４ページをお願いいたします。第１款土木費、予算現額１６１万１ ,０

００円に対しまして、支出済額は２７万２ ,１８８円であります。  

第２款公債費、予算現額５８万５ ,０００円に対しまして、支出済額は５８

万５ ,０００円であります。  

第３款前年度繰上充用金、予算現額７２０万９ ,０００円に対しまして、支

出済額は７２０万８ ,７９２円であります。  

以上、歳出合計は、予算現額９４０万５ ,０００円に対しまして、支出済額

は８０６万５ ,９８０円であります。歳入歳出差引歳入不足額５１２万２ ,３

５７円は、地方自治法施行令第１６６条の２の規定に基づき、翌年度歳入金

の繰上充用により全額補塡しております。  

以上で、住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の説明を終わります。  

以上、簡単ではございますが、令和２年度川西町一般会計及び特別会計の

決算について説明を申し上げましたが、細部につきましては、各会計の決算

事項別明細書によりまして御審議の上、認定賜りますようお願いを申し上げ

まして、説明を終わらせていただきます。ありがとうございました。  

議   長（堀   格）   説明が終わりました。  

この決算案につきまして、過日、会計監査が行われましたので、西田監査

委員に報告を求めます。  

西田監査委員。  

監査委員（西田亜希子）   令和２年度川西町一般会計及び特別会計の決算審査の結

果を御報告申し上げます。  

去る７月２１日に、伊藤監査委員とともに、地方自治法第２３３条第２項

の規定により、岡田会計管理者に必要な調書の提出を求め、関係帳簿及び証

拠書類を対照しながら説明を受け、厳正なる審査を実施いたしました結果、

各会計の予算の執行状況並びに現金の出納・保管、資金の運用などにつきま

しては、地方自治法並びに関係法令に抵触するところもなく、適正に行われ

ているものと認めましたので、御報告申し上げます。  

令和３年９月９日  

監査委員  西田亜希子  

議   長（堀   格）   監査報告が終わりました。  

お諮りいたします。  

認定第１号、令和２年度川西町一般会計・特別会計決算についてをそれぞ

れ所管の常任委員会へ付託したいと思います。御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、本件は、総務建設経済委員

会、厚生文教委員会へ付託することに決定いたしました。  
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日程第１０、認定第２号、令和２年度川西町水道事業会計決算についてを

議題といたします。  

当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   御説明いたします。  

認定第２号、令和２年度川西町水道事業会計決算についてでありますが、

これは、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づき、議会の認定を求め

るものであります。  

令和２年度の経営状況でありますが、決算書４ページから５ページに記載

しますとおり、令和２年度の水道事業収入は、消費税、地方消費税抜きで１

億９ ,９６１万１ ,１１５円、これに対する水道事業費用は１億７ ,６８０万８ ,

２８８円で、この収支差引当年度純利益は、１３ページの損益計算書の下段

に記載しておりますとおり、２ ,２８０万２ ,８２７円となり、これに前年度

からの繰越利益剰余金を加味した当年度未処分利益剰余金は４ ,４３０万６ ,

９４８円となったところです。  

資本的収支、その他決算の詳細については、事業担当理事から御説明いた

します。  

議   長（堀   格）   事業担当理事。  

理   事（山口尚亮）   認定第２号、令和２年度川西町水道事業会計決算につい

てでございます。  

まず、業務の決算概要について申し上げます。  

水道事業会計決算書の３ページをお願いいたします。３ .業務、 (１ )業務量

を御覧ください。  

給水人口は８ ,４２７人となり、前年度より９１人の減となりました。  

年間総配水量は９４万７ ,２２１立米で、前年度より４ ,５３０立米の減と

なりました。  

また、有収率につきましては９１ .１９％で、前年度より１ .４ポイントの

増となっております。引き続き積極的に漏水防止対策に取り組み、有収率の

向上に努めてまいりたいと考えております。  

次に、財務の決算状況について申し上げます。  

１１ページをお願いいたします。まず、営業面の会計であります収益的収

入及び支出の収支状況でございます。  

収入といたしましては、第１款水道事業収益の予算額２億２ ,１４４万５ ,

０００円に対しまして、決算額は２億１ ,６６６万５ ,３３７円の収入でござ

います。  

次に支出といたしましては、第１款水道事業費用の予算額合計２億６万６ ,

０００円に対しまして、決算額は１億９ ,２２２万６ ,５７２円の支出となり、

税抜きでの損益は２ ,２８０万２ ,８２７円の純利益となりました。  

次に、１２ページをお願いいたします。主に建設改良費及び企業債に関す
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る会計であります資本的収入及び支出会計の決算概要についてでございます

が、収入といたしましては、第１款資本的収入の予算額２ ,０９０万９ ,００

０円に対しまして、決算額は１ ,５９２万８ ,１００円でございます。  

支出につきましては、第１款資本的支出の予算額合計８ ,５３０万８ ,００

０円に対し、決算額は７ ,２５２万２ ,７９４円となっております。  

したがいまして、収入額は支出済額に対しまして５ ,６５９万４ ,６９４円

が不足いたしましたので、その補塡財源として、過年度分損益勘定留保資金

５ ,４７５万８ ,８０２円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

１８３万５ ,８９２円で補塡いたしております。  

以上、令和２年度川西町水道事業会計決算の概要を説明いたしました。  

慎重審議の上、適切なる御決定をいただきますようお願い申し上げまして、

説明を終わらせていただきます。  

議   長（堀   格）   説明が終わりました。  

この決算案につきまして、過日、会計監査が行われましたので、西田監査

委員に報告を求めます。  

西田監査委員。  

監査委員（西田亜希子）   令和２年度川西町水道事業会計の決算審査の結果を御報

告申し上げます。  

去る７月２１日に、伊藤監査委員とともに、地方公営企業法第３０条第２

項の規定により、山口事業担当理事に必要な調書の提出を求めて、関係帳簿

及び証拠書類を対照しながら説明を受け、その内容について厳正なる審査を

実施いたしました結果、予算の執行状況並びに現金の出納・保管、資金の運

用などにつきましては、地方公営企業法をはじめとする関係法令に抵触する

ところもなく、適正に行われているものと認めましたので、御報告申し上げ

ます。  

令和３年９月９日  

監査委員  西田亜希子  

議   長（堀   格）   監査報告が終わりました。  

お諮りいたします。  

認定第２号、令和２年度川西町水道事業会計決算についてを総務建設経済

委員会へ付託したいと思います。御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、本案件は、総務建設経済委

員会へ付託することに決定いたしました。  

日程第１１、認定第３号、令和２年度川西町下水道事業会計決算について

を議題といたします。  

当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   御説明いたします。  
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認定第３号、令和２年度川西町下水道事業会計決算についてであります。

これも、地方公営企業法の規定に基づき、議会の認定を求めるものでありま

す。  

令和２年度の経営状況でありますが、決算書４ページから５ページに記載

のとおり、令和２年度の下水道事業収入は、消費税、地方消費税抜きで２億

３ ,１９４万５ ,５２２円、これに対する下水道事業費用は２億２ ,６８６万１ ,

３２９円で、この収支差引当年度純利益は、１１ページの損益計算書の下段

に記載しておりますとおり、５０８万４ ,１９３円となり、これに前年度から

の繰越欠損金を加味した当年度未処分繰越欠損金は、７億７ ,９１６万８ ,９

５９円となったところです。  

資本的収支、その他の決算の詳細については、事業担当理事から御説明い

たします。  

議   長（堀   格）   事業担当理事。  

理   事（山口尚亮）   認定第３号、令和２年度川西町下水道事業会計決算につい

てでございます。  

まず、業務の決算概要について申し上げます。  

下水道事業会計決算書の３ページをお願いいたします。３ .業務、 (１ )業務

量を御覧ください。  

処理区域内人口は８ ,４０２人となり、前年度より９０人の減となりました。

普及率は前年度と変わらず９９ .７％で、水洗化率は９７ .４％となり、０ .４

ポイントの増となっております。今後も高い普及率の維持管理に努めてまい

りたいと考えております。  

次に、財務の決算状況について申し上げます。  

９ページをお願いいたします。まず、営業面の会計であります収益的収入

及び支出の収支でございます。  

収入といたしましては、第１款下水道事業収益の予算額２億６ ,４３７万円

に対しまして、決算額は２億４ ,１１６万４ ,８６９円の収入でございます。  

次に、支出といたしましては、第１款下水道事業費用の予算額合計２億６ ,

４３３万２ ,０００円に対しまして、決算額は２億３ ,９２３万２ ,３２０円の

支出となり、損益は５０８万４ ,１９３円の純利益となりました。  

次に、１０ページをお願いいたします。主に建設改良費及び企業債に関す

る会計であります資本的収入及び支出会計の決算状況についてでございます。  

収入といたしまして、第１款資本的収入の予算額２億４ ,５７５万７ ,００

０円に対しまして、決算額は９ ,０１７万３８６円の収入でございます。  

支出につきましては、第１款資本的支出の予算額合計２億４ ,５７５万７ ,

０００円に対しまして、決算額は９ ,０１７万３８６円となっております。  

なお、国土交通省関係第３次補正予算に伴い計上いたしましたストックマ

ネジメント計画に係る下水道人孔蓋改築工事予算１億５ ,２５５万３ ,０００

円は、翌年度に繰越しさせていただいております。  
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以上、令和２年度川西町下水道事業会計決算の概要を説明いたしました。  

慎重審議の上、適切なる御決定をいただきますようお願い申し上げ、説明

を終わらせていただきます。  

議   長（堀   格）   説明が終わりました。  

この決算案につきまして、過日、会計監査が行われましたので、西田監査

委員に報告を求めます。  

西田監査委員。  

監査委員（西田亜希子）   令和２年度川西町下水道事業会計の決算審査の結果を御

報告申し上げます。  

去る７月２１日に、伊藤監査委員とともに、地方公営企業法第３０条第２

項の規定により、山口事業担当理事に必要な調書の提出を求めて、関係帳簿

及び証拠書類を対照しながら説明を受け、その内容について厳正なる審査を

実施いたしました結果、予算の執行状況並びに現金の出納・保管、資金の運

用などにつきましては、地方公営企業法をはじめとする関係法令に抵触する

ところもなく、適正に行われているものと認めましたので、御報告申し上げ

ます。  

令和３年９月９日  

監査委員  西田亜希子  

議   長（堀   格）   監査報告が終わりました。  

お諮りいたします。  

認定第３号、令和２年度川西町下水道事業会計決算についてを総務建設経

済委員会へ付託したいと思います。御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、本案件は、総務建設経済委

員会へ付託することに決定いたしました。  

お諮りいたします。  

日程第１２、議案第４４号、令和３年度川西町一般会計補正予算について

から、日程第１７、議案第４９号、山辺県北西部広域環境衛生組合規約の変

更についてまでの議案６件を一括議題にしたいと思います。御異議ございま

せんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、議案第４４号から議案第４

９号までを一括議題とすることに決定いたしました。  

当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   それでは、議案第４４号、令和３年度川西町一般会計補正

予算について御説明いたします。  

今回上程いたします補正予算では、新型コロナウイルス感染症対策の諸経

費をはじめ、老朽化した機器・設備等の緊急の更新・改修経費、町内の農地
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利用の現況と将来の意向把握のための調査経費、川西幼稚園の園務ＩＣＴ化

に向けた経費、その他所要額を計上しておりまして、歳入歳出それぞれに６ ,

４７１万３ ,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４８億３ ,９２０万３ ,

０００円とするとともに、債務負担行為で土地開発公社の借入金に対する債

務保証５億円を追加計上する一方で、地方債において、臨時財政対策債の発

行可能額の減少に伴い、地方債全体の発行限度額を３ ,０８７万２ ,０００円

減額し、その総額を３億９ ,２７７万８ ,０００円とするものです。  

まず、歳出予算の主な内容であります。  

予算書８ページを御覧ください。第１款議会費ですが、庁舎建設時設置さ

れ、老朽化が著しい議場のマイク設備は、突然の使用不能が危惧されており、

かつ、交換部品が廃盤で修理不能であることから、デジタル化による機能強

化を含め、更新整備するものでありまして、４ ,４００万円を計上いたしてお

ります。  

また、第３款民生費では、ぬくもりの郷の非常放送設備に不具合があり、

これも設置から２１年が経過し、修理不能であることから、火災・災害発生

時の正常作動を確保するための更新工事を行うもので、２２８万８ ,０００円

を計上しています。  

さらに、９ページの第４款衛生費では、新型コロナウイルスワクチン接種

体制の確保のため、看護師の謝金や医師等委託料等の追加経費として６９２

万７ ,０００円を、１０ページ、第５款農商工業費では、高齢化、後継者不足

が懸念される農業者に対しまして、農地利用の意向確認を行う農地利用意向

調査費や農業用井戸ポンプ改修に係る農業基盤整備等補助金の追加経費とし

て２９０万円を、また、第８款教育費では、川西幼稚園における新型コロナ

ウイルス感染防止対策に係る消耗品費や抗菌コーティング処理委託料のほか、

園務のＩＣＴ化推進のための情報機器購入費やシステム導入費用として２７

５万２ ,０００円を追加計上するなど、所要の各般経費を計上しているところ

です。  

一方、これに対する歳入予算ですが、６ページから７ページにかけて記載

のとおり、関連する国庫支出金、県支出金を補正計上するとともに、繰入金、

繰越金、町債についてそれぞれ所要の増額・減額の補正を行っております。  

すなわち、第１４款国庫支出金では、新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金など２ ,６８０万４ ,０００円を増額するとともに、第１９款

繰越金では、前年度繰越金として１億５ ,５５０万６ ,０００円を増額する一

方、第１８款繰入金では、基金繰入金を８ ,７７２万５ ,０００円、第２１款

町債では、臨時財政対策債３ ,０８７万２ ,０００円をそれぞれ減額する補正

措置を講じたところです。  

議案第４４号、令和３年度川西町一般会計補正予算についての説明は以上

でございます。  

次に、議案第４５号、令和３年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予
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算について御説明いたします。  

これは、要支援認定者等の計画作成費の国保連合会への負担金の支払い、

支払基金の過年度交付分に係る介護給付費準備基金への積み戻し、国・県・

支払基金等の前年度決算処理に係る返還金などの補正でありまして、歳入歳

出それぞれに１ ,０８６万９ ,０００円を追加し、予算の総額を９億３ ,６３４

万９ ,０００円とするものであります。  

次に、議案第４６号、令和３年度川西町介護保険介護サービス事業勘定特

別会計補正予算についてでありますが、これは、地域包括支援センターの直

営化に伴い、国保連合会の支払い方法が変更になり、介護保険事業勘定特別

会計への繰出しが必要になったことから補正措置を行うもので、歳入歳出そ

れぞれに４６５万５ ,０００円を追加し、予算総額を９７１万６ ,０００円と

するものであります。  

次に、議案第４７号、令和３年度川西町下水道事業会計補正予算について

御説明いたします。  

これは、流域下水道建設負担金の増、並びに下水道人孔蓋改築工事実施に

伴う企業債及び流域下水道建設負担金に係る企業債の増に係る補正でありま

して、資本的収入及び歳出の予定額について、資本的収入を７ ,７３０万円追

加し、１億５ ,６９４万９ ,０００円とする一方、資本的支出では１３０万２ ,

０００円を追加し、８ ,０９５万１ ,０００円とすることとし、企業債につい

て発行限度額を８ ,４３０万円に補正するものであります。  

以上が、補正をお願いする予算関係議案についての説明であります。  

続きまして、条例その他の案件に関する議案について御説明いたします。  

まず、議案第４８号、川西町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正についてであります。  

これは、厚生労働省令に定められた参酌すべき基準が改正されたことに伴

う改正でありまして、家庭的保育事業者等が書面で行うことが規定されてい

る記録に関し、書面に代えて新たに電磁的記録により行うこともできるとす

る内容の一部変更でございます。  

次に、議案第４９号、山辺県北西部広域環境衛生組合規約の変更について

であります。  

これは、同組合の規約の変更に当たり、地方自治法第２８６条第１項の規

定に基づき、議会の議決を求めるものでありまして、現行規約では、組合議

員の任期が１年とされているものを、関係市町村の議会の議員の任期に変更

するものであります。  

以上が、議案第４４号から議案第４９号までの私からの説明でございます。  

何とぞ慎重に御審議いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。  

議   長（堀   格）   説明が終わりました。  

お諮りいたします。  

ただいま説明がありました議案第４４号から議案第４９号は、それぞれ所
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管の常任委員会へ付託したいと思います。御異議ございませんか  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、議案第４４号から議案第４

９号は、総務建設経済委員会、厚生文教委員会へ付託することに決定いたし

ました。  

なお、各委員会の開催は通告のとおりですので、お願い申し上げます。  

日程第１８、諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とい

たします。  

当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   御説明いたします。  

諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦についてでありますが、現人権擁

護委員  井村高子氏の任期満了に当たり、引き続き同氏を人権擁護委員候補者

として推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会

の意見を求めるものであります。  

なお、任期は、令和４年１月１日から３年間となっております。  

説明は以上であります。  

何とぞよろしくお願いを申し上げます。  

議   長（堀   格）   説明が終わりました。  

お諮りいたします。  

ただいま議題となっております諮問第３号につきましては、異議がないと

答申したいと思います。御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、異議がないと答申すること

に決定いたしました。  

日程第１９、同意第３号、川西町教育委員会委員の任命についてを議題と

いたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   御説明いたします。  

同意第３号、川西町教育委員会委員の任命についてでありますが、現教育

委員会委員の樋口真由美氏の任期満了に伴い、後任として、新たに、川西町

大字下永６８８番地の１の浅川みき氏を任命いたしたく、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づき、議会の同意を求める

ものであります。  

なお、浅川氏は、現委員の樋口氏と同様に、同条第５項に規定する保護者

である委員として任命するものでありまして、任期は、令和３年１０月１日

から４年間であります。  

説明は以上でございます。  
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何とぞ御同意賜りますようお願い申し上げます。  

議   長（堀   格）   説明が終わりました。  

お諮りいたします。  

ただいま議題となっております同意第３号について、質疑を省略したいと

思いますが、御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、同意第３号は、質疑を省略

することに決定いたしました。  

お諮りいたします。  

ただいま議題となっております同意第３号については、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会の付託を省略したいと思いますが、御異議ござ

いませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、同意第３号については、委

員会付託を省略することに決定いたしました。  

これより討論に入ります。  

討論ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   討論がないようですので、討論を終わり、これより採決に

入ります。  

同意第３号、川西町教育委員会委員の任命についてを採決いたします。  

この採決は、挙手により行います。  

川西町教育委員会委員に浅川みき様を任命することに同意の方の挙手を求

めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成全員であります。よって、同意第３号は、原案のとお

り同意することに決定いたしました。  

ただいま御同意いただきました川西町教育委員会委員の浅川みき様にお越

しいただいておりますので、御挨拶を受けることにいたします。  

浅川様、どうぞお入りください。  

（浅川みき君  入場）  

教育委員会委員（浅川美紀）   ただいま川西町教育委員に御同意をいただきました、

浅川みきと申します。  

川西町の教育に携わる機会を頂戴いたしましたこと、大変光栄に思ってお

ります。そして、その重責に身の引き締まる思いでございます。  

川西幼稚園、川西小学校、式下中学校に子どもを通わせている保護者とし

て、子どもたちや保護者、地域住民の皆様方の声に耳を傾けながら、町の教

育目標「夢と希望にあふれ、生き生きした子どもの育成」に向けて一生懸命

に取り組んでまいりたいと考えております。  
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微力ではございますが、川西町の教育の充実発展に努めてまいりたいと思

っておりますので、皆様方の御指導、御鞭撻を何とぞよろしくお願いいたし

ます。  

ありがとうございました。（拍手）  

議   長（堀   格）   ありがとうございました。どうぞ御尽力のほど、お願いい

たします。  

（浅川みき君  退場）  

議   長（堀   格）   以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。  

お諮りいたします。  

議案調査、委員会審査のため等によりまして、９月１１日から９月２３日

までの１３日間を休会としたいと思います。御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、９月１１日から９月２３日

までの１３日間を休会とすることに決定いたしました。  

なお、明日９月１０日午前９時より一般質問及び総括質疑のため会議を開

きます。  

また、本日、各常任委員会に付託されました承認案、認定案及び各議案は、

９月２４日の本会議において、委員長の報告を求めることにいたします。  

本日の会議は、これをもって散会といたします。どうもありがとうござい

ました。  

（午前１１時３８分  散会）  
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（午前９時００分  再開）  

議   長（堀   格）   皆さん、おはようございます。  

これより令和３年川西町議会第３回定例会を再開いたします。  

本日におきましても、新型コロナウイルス感染予防対策のため、出席者全

員にマスクの着用を求めますので、御了承ください。  

ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。よって、議会

は成立いたしましたので、これより本日の会議を開きます。  

一般質問に入ります前に、申合せ事項につきまして事務局長より説明させ

ます。  

事務局長。  

議会事務局長（中川辰也）   説明いたします。  

一般質問の制限時間は、申合せにより２０分となっていますので、よろし

くお願いいたします。  

なお、質問回数については制限はありません。  

以上です。  

議   長（堀   格）   日程第１、一般質問に入ります。  

それでは、質問通告順により、順次質問を許します。  

最初に、２番  弓仲利博議員。  

２番議員（弓仲利博）   皆さん、おはようございます。２番  弓仲でございます。

それでは、よろしくお願いいたします。  

まず、小澤新町長の町政運営の基本的な考え方について。  

これからの川西町をどのようにしていきたいのか、また、優先順位として、

まずどんなことから取り組んでいくのか、具体的にお聞かせください。  

続きまして、近鉄結崎駅前にコンビニの誘致について。  

通勤・通学の人たちやその家族から、駅にコンビニなどがあれば、飲み物、

食べ物、忘れ物や新聞を買ったりととても便利なので、何とかしてほしいと、

結構多くの方から要望が届いています。現在の結崎駅は、ただ毎日毎日素通

りするだけのものでしかなく、待ち合わせをしたり、友達と立ち話をしたり、

休憩をしたり、少し立ち寄り買物をしたり、本を読んだり、仕事帰りに足り

ないものを買って帰ったりと、憩いの場、ちょっと足を止めて我に返る場所

が欲しい。また、駅前工事・公園が完成して子どもやお年寄りが集うように

なれば、飲み物やお菓子販売のお店屋さんの必要性も高まると思います。  

もし地域エリア的に採算が合わない見込みなのであれば、町が幾らかの補

助金などで補塡をするとか、何らかの対策を立てて、駅前開発が完結してし

まうまでに検討をして、何とか実現できないものでしょうか。御意見をお聞

かせください。よろしくお願いいたします。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   皆様、おはようございます。本日、初めての一般質問とな

りますが、一生懸命努めていきたいと思っております。よろしくお願いいた
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します。  

それでは、弓仲議員から御質問いただきました町政運営の基本的な考え方

について、一部、昨日所信表明でお伝えさせていただきましたものと重複す

る部分もあるかと思いますけれども、改めて御説明申し上げます。  

さて、私がまず町政運営において大切にしたいと思っておりますのは、川

西町の行政・役場の本来の存在意義、目的である「川西町での暮らしをより

よくする」、これをしっかりと目指していくということです。  

そして、もう一つは、「未来世代に誇りを持って引き継いでいくことがで

きる川西町をつくっていく」、これです。今存在する川西町は、先人の皆様

の輝かしい功績によってつくられてきたものであり、私たちも、今の私たち

がよいだけではなく、未来世代にも自信を持って引き継いでいくことができ

る町をつくっていかなければなりません。  

しかし、実は、人口減少・少子高齢化の時代において、これは簡単なこと

ではありません。実際に、２０１４年、日本創生会議が発表された資料の中

では、川西町は消滅可能性都市に指名されてしまっております。私は、ふる

さと川西が消滅してしまうこと、誇りを持って未来世代に引き継いでいけな

い状態になってしまうことは、悲しいですし、悔しい、絶対に回避したいと

思っております。そんなことにならないためにも、私は、川西町をサステナ

ブルな町、すなわち持続可能な町にしていくべく、ビジョンを掲げ、ハード

面、ソフト面の両面でまちづくりを進めていきたいと考えております。  

川西町をより暮らしやすい町、そして、未来に誇りを持って引き継いでい

くことができるサステナブルな町にしていくに向けて私が掲げるプランは、

「シニアの生活支援強化」「子育て、教育の支援強化」「人と企業が集まる

まちづくりの推進」「行政改革の推進」、この４つを柱として置いておるも

のでございます。  

それぞれにつきまして、重点項目をお伝えさせていただきたいと思います。  

まず、「シニアの生活支援強化」についてです。  

これまで、超高齢化に対応し、介護保険制度等の整備が進められてまいり

ました。一方、長寿化によってお元気で健康なシニアの方々も多く、そのよ

うな期間も長い時代となっております。私は、そのようなシニアの皆様に川

西で暮らし続けたいと思っていただけるまちづくりを進めたいと思っており

ます。そのためには、お元気なシニアの皆様に、ここ川西で、文化活動、ス

ポーツ活動、まちづくり地域活動を楽しんでいただける、そして、充実した

日々の中でお互いに楽しみ、支え合える関係づくりができる、そんなまちと

するべく、活動していただきやすいバリアフリーの環境や使いやすいトイレ

の整備、活動の御支援を強化して進めてまいりたいと考えております。また、

自らの意思で移動することを支援するために、地域交通の見直しも進めてま

いります。  

次に、「子育て、教育の支援強化」についてです。  
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今、共働き夫婦が急激に増えている社会変化がございます。そのような御

夫婦に川西に住んでいただくためには、働くことと子育ての両立がしやすい

環境を整える必要があります。そのために不可欠なのが、学童保育の充実で

す。川西の学童保育は、児童数はどんどん増えていっているのにもかかわら

ず、施設や体制の強化が追いついていない状況がございます。共働き化の変

化に合わせて学童保育の施設整備を行い、さらには、体制と内容の充実を図

ることで、子育て世代に評価される環境づくりを行ってまいります。  

また、子育て世代が関心の高い教育に関しましては、学力のみならず、変

化の激しい時代に必要とされる“生きる力”をつけていくことができる教育

づくりを目指したいと考えております。そのためにも、多様な価値観に触れ

ることができる、自らの力でチャレンジする機会を得られる、そして、新し

いＩＣＴ技術の活用を楽しめる教育環境づくりに取り組んでまいります。そ

のためにも、教師以外の皆様の教育への参加機会を増やしていきたく、住民

の皆様にもお力添えをいただければと考えております。  

次に、「人と企業が集まるまちづくりの推進」についてです。  

川西町は、商業店舗が徐々に減ってきており、町内外から見て、訪れるま

ちとしての魅力を失ってきてしまっております。しかし、これから大和中央

道、京奈和自動車道一般部の整備がまさに進もうとしている状況がございま

す。また、大和平野中央プロジェクトを県が掲げ、磯城郡に対する関心が高

まっている状況もございます。この機会を逃さぬように生かし、町内から見

て便利な、そして町外から見ても訪れたいと思う魅力あるまちづくりを進め

ていきたいと考えております。  

そのために、町内からも町外からもアクセスしやすいように、商業施設、

医療福祉施設、公共施設などを集め、町内外から訪れたいと思う魅力ゾーン

づくりをビジョンとしてまちづくりをしていくことにチャレンジしていきま

す。これは、短い期間で達成できることではありませんので、早期にビジョ

ンを描き、様々なチャンスを捉え、進められるように、早期に準備を進めて

いかなければならないことと考えております。  

最後に、「行政改革の推進強化」についてです。  

これについては、前例主義に負けることなく、首長であります私が時代の

変化を捉え、方針を示し、意志を持って進めてまいります。その方針としま

しては、住民の皆様の利便性、庁内の生産性を上げるために「デジタル活用

の推進」、働く世代の減少の中、誇りを持って職員が生き生き働く「採用と

職場環境づくり」、川西町の存在を発信し、シビックプライド、すなわち川

西町民の誇りを醸成できる「広報づくり」、これらを進めることにより、川

西町の暮らしの充実、未来づくりを積極的に引っ張り、支えていくことがで

きる、しなやかで力強い行政づくりに取り組んでまいります。  

以上、御説明申し上げましたプランは、川西町をより暮らしやすい町にし

ていく、そして、ふるさと川西町を守り、未来に誇りを持って引き継いでい
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くことができる町としていく、それに向けてのプランでございます。  

しかし、これは私一人の力で進められるものではございません。町民の皆

様並びに議員の皆様、役場職員の皆様、そのほか川西に関心をお寄せいただ

ける方々の御理解、御協力、御支援をいただき、初めて進めていくことがで

きるものでございます。  

そこで、何より、まず私が謙虚に前向きに学び、知恵を絞り、汗をかいて

まいります。そして、皆様とともに学び、皆様とともに考え、皆様と“ワン

チーム”となり、進めさせていただきたいと考えております。  

重ねてのお願いとなりますが、皆様の御理解、御協力、御指導、御鞭撻を

いただきたく、何とぞ、何とぞよろしくお願いを申し上げます。  

それでは、続きまして、弓仲議員の「近鉄結崎駅前にコンビニ駅前にコン

ビニ誘致」という点についてお答えをさせていただきます。  

まず、まちの玄関口にふさわしい交流・にぎわいまちづくりのため、令和

３年度においては、駅前広場の完成に向けた２期工事、近鉄受託工事による

駅舎移転等の工事をまさに進めているところでございます。  

御質問のコンビニ誘致の件ですが、令和元年９月の駅周辺整備特別委員会

でも御報告しておりますとおり―サウンディング調査の中で、出店が可能か

コンビニ大手３社に聞き取りしたところ、駅として最低でも乗降客数実績で

５ ,０００人が必要と言われており、調査時点では３ ,８８５人という実績と

なっております―通過交通も見込めないため、参入するのは困難であるとの

回答を得ている状況がございます。また、コロナ禍で乗降客が減少し、回復

が見通せない今、再度依頼しても出店は難しいというふうに想定されている

状況です。  

次に、採算が問題で出店が見込めないのであれば、町の補助金などで出店

を促せないかということでございますけれども、営利目的の企業に対して公

金を支出することは、地方自治法第２３２条の２の規定により、公益上必要

がある場合は可能とされておりますけれども、行政実例（昭和２８年６月２

９日付で行政課長が回答しているもの）によりますと、「公益上必要かどう

か、一応認定するのは長及び議会であるが、その認定は全くの自由裁量行為

ではなく、客観的にも公益上必要であると認められなければならない」とさ

れており、その客観性の判断や継続的に必要であろう補助金の算定、さらに

は営利企業に対する補助金支出に対する町民の皆様の御理解、御賛同を得る

ということは、町内にはほかの店舗等もございますので、相当に困難である

と考えております。  

なお、現在、駅併設施設用地のうち半分の面積を公共スペースとして、残

り半分を交番用地として整備すると、議員の皆様にも特別委員会を通じてお

示しされているとおりでございます。併設施設の公共スペースをどのような

施設とし、また、どのような活用ができるかの検討をする中で、議員御指摘

の憩いの場づくりについても併せて鋭意考えてまいりたいと思っております。  
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改めまして、結崎駅周辺の交通結節機能の強化と安全で円滑な交通環境を

実現するとともに、まちの玄関口としてふさわしい交流・にぎわいまちづく

りのため、今後とも皆様の御理解、御協力を賜りますようお願いするもので

ございます。  

以上でございます。  

議   長（堀   格）   弓仲議員。  

２番議員（弓仲利博）   愛と思いやりの気持ちを強く持って、共に改革を進めてい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

ありがとうございました。  

議   長（堀   格）   では、次に参ります。６番  安井知子議員。  

６番議員（安井知子）   安井知子です。議長の許可を得ましたので、質問を３件さ

せていただきます。  

１、公用車の数の是非について。  

新町長マニフェストに、「町長専用公用車は廃止、現在３７台もある公用

車の運用を見直し、役場のぜい肉を減らす」とあります。消防車４台、コミ

バス２台、パッカー、ダンプ７台、水道事業課３台、保健センター、子育て

支援センター、すばる子どもセンター、いぶき子どもセンター各１台、教育

委員会４台、その他、総務集中管理として、税務課、住民保険課、健康福祉

課、長寿介護課２台、事業課、プラス２台、そして総務の車３台です。これ

らは行政の仕事をする車です。決してぜい肉とは思いません。中には、昭和

６２年、平成１０年、１１年から働いている車もあります。  

車社会の現在、車を減らすことは、行政の仕事を減らすか遅らせるかにか

かってきます。車と職員の働きを見て発言されているのでしょうか。  

町長専用公用車の廃止には賛成いたします。が、個人の車を使ったときの

ガソリン代の公私の区別はどうなるのですか。その他、ぬくもりの郷の４台

も川西町の公用車ですよ。高齢者の送迎を減らすのですか。  

２番、平成１２年４月創設の介護保険制度と保険料についてお尋ねします。  

４０歳以上の人が被保険者となって保険料を納め、社会全体で支え合う制

度で、介護が必要となったとき、サービス費用の一部を負担して介護サービ

スを利用するとのこと。しかし、当初、年間２万９ ,０００円であったのに、

３年ごとに見直しがあり、令和３年では年間６万７ ,５６０円です。所得が年

間３２０万円を超えると、介護保険料は年間１１万４ ,６００円です。また、

今後の見通しとして、まだまだ増額されると思います。  

町民にとって、医療保険料プラス介護保険料は大きな負担となってきます。

医療保険は、病気になれば仕方なし。しかし、介護保険は使わずに辛抱して

いる人もおられると聞きます。  

ここで、川西町では年間医療保険を使わなかった人に１万円のキャッシュ

バックの制度があるとのこと。後期高齢者の方が介護保険を使わなかった場

合も、同様にキャッシュバック制度を採用できないでしょうか。  
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３番目、町長の住所はどこですか。  

聞くところによると、町長の籍は川西町に置いているものの、生駒市に自

宅を所有し、お住まいとのこと。もし地震など災害が起きたとき、副町長が

名張に住み、ツートップが役場に駆けつけるのに約１時間かかればどうなる

のか。一次災害が二次災害に発展している可能性が大です。どのように川西

町に責任を持たれるのか。一つ一つ取り戻すべき川西町の誇りとは、具体的

に何なんですか。  

また、家族は東京に在住と聞いていますが、川西町に住まわせない理由は、

「住みたくないまち川西町」だからですか。私も若げの至りで、子ども２人

を地元ではなく奈良の幼稚園・学校に入れたく、奈良に家を持って籍を置い

ていたことがありました。しかし、それは議員になる前のことです。  

気持ちは分かりますが、川西町の町長たる者、地元を嫌ってはいけません。

前町長は、子ども３人全て地元の幼・小・中学校に通わせておられました。  

口から理想的な文言は幾らでも出せますが、町民に模範を示してほしいと

思います。  

終わります。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   安井議員の１つ目の御質問、「公用車の数の是非について」

にお答えいたします。  

議員お述べのとおり、私のマニフェストには、町長専用公用車の廃止、公

用車の運用の見直しを掲げております。現在の町長専用公用車につきまして

は、２０１９年に総排気量２ ,４９０㏄のワンボックスワゴン  ベルファイア

を６５３万円で購入したと聞いておりますけれども、公務出張等、その使用

頻度や一般町民目線からはぜいたくと感じたものですから、町長専用車の廃

止を訴えさせていただきました。  

この車を直ちにほかに転用したり、転売し、公用車として廃車すべきかに

ついては、その効用や費用対効果の面から検討しなければならないとは認識

しておりますけれども、少なくともこの車が存在している間は、町長専用車

としてではなく、議員の皆様や全ての職員が使用できる共用車両として扱い

たいと考えておりますし、私が単独に出張する場合には大き過ぎるというふ

うに考えまして、現時点で単独での利用は一切行っていない状況とさせてい

ただいております。  

次に、公用車の運用見直しについてであります。  

令和３年８月末日現在では、町が保有している公用車は、消防用ポンプ積

載車やマイクロバス、パッカー車など特殊車両、また、コミュニティバス、

ぬくもりの郷で利用されている送迎車両、その他一般公用車を含め４３台に

上ると聞いております。これらの公用車管理につきましては、総務課で集中

管理をしているものの、各課に所属し、それぞれの担当課で管理しているも

の、その他、指定管理者に貸与しているものなどがありまして、さらに、年
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式、走行距離、年間維持費等も様々でございます。そのため、各課の業務量

や仕事の内容を把握し、かつ、住民サービスの充実の観点から、これらの車

両の適正な配置、効率的な運用について検証するとともに、必要に応じ、管

理方法の見直しを行い、職員の車両管理に要する経費や車検、修繕費、燃料

代などの維持管理経費を含めたコストの削減を図っていきたいと考えている

ところです。  

そのために具体的に何が可能かについては、ただいま検討を進めている段

階のため即答いたしかねますけれども、老朽化した公用車については、維持

費削減のため早急な更新を行う必要があるかもしれませんし、保有台数が過

剰ならば、台数削減もあり得ると考えておりますし、さらに、一部自治体で

導入している公用車のリース制なども視野に入れて、今検討しているところ

でございます。  

いずれにしましても、行政の効率性確保はいかなる時代においても最重要

課題の一つとして認識しておりますので、マニフェストに掲げました町長専

用公用車の廃止、公用車の運用見直しについて、以上の観点で取り組んでい

きたいと考えておる状況でございます。  

続きまして、介護保険制度と介護保険料についてお答えいたします。  

平成１２年４月より施行されました介護保険制度は、２１年が経過し、高

齢者を社会全体で支える社会保障制度の一つとして定着してまいりましたけ

れども、一方で、要支援・要介護認定者の数の増加と、それに伴う介護給付

費の増加が進み、その結果、議員お述べのとおり、介護保険料についても基

準額の月額ベースで制度開始当初の２ ,４１７円、年間２万９ ,０００円から

現在の５ ,６３０円、年間６万７ ,５００円と上昇を続けております。この制

度設計の根幹は持続可能な運営であるわけですが、第１号被保険者数とその

要支援・要介護認定者数の割合が増加すれば、基準保険料の月額に跳ね返る

ことが制度の構造となっているところが、この保健制度の特徴となっており

ます。  

また、介護保険制度は、３年の計画期間ごとに、その期間を通じて同一の

保険料を介護サービスの見込み量に見合うように設定するという中期財政運

営方式を採用しております。そして、保険者は、介護保険の費用が見込みを

下回る場合は、剰余金を介護給付費準備基金に積み立て、見込みを上回る場

合には、前年度以前に積み立てられた基金から必要額を取り崩し、介護保険

事業特別会計に歳入として繰り入れて、財政の均衡を保つことといたしてお

ります。  

本町では、介護給付費準備基金を活用し、できる限り保険料の上昇を抑制

するため、既に第７期では同基金を１ ,２９４万円取り崩し、令和３年度から

令和５年度の第８期におきましても、７ ,１３０万円取り崩す見込みでござい

ます。保険料率を算定し、保険料の抑制を図っているところでございます。  

このような財政の状況から、議員お述べの一時金の支給は、結果的に介護
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保険料の上昇を招きかねず、困難な状況と考える次第でございます。  

多くの市町村において介護保険料が上昇傾向にあり、本町も同様に、団塊

世代の方々が７５歳以上の後期高齢者になる２０２５年を控えております。

介護保険料の上昇は避けることができないものと考えておりますけれども、

少しでもその上昇幅を抑えることができるよう、介護給付費の適正化や介護

予防事業などに取り組んでまいりたいと考えておる次第でございます。  

安井議員の３つ目の御質問、町長の住所地についてお答え申し上げます。  

市町村長被選挙権の積極的要件は、公職選挙法第１０条に規定されており

ますけれども、日本国民で年齢満２５年以上の者とされており、衆議院議員、

参議院議員、都道府県知事同様、住所地要件は定められておりません。また、

家族要件についても定められておりません。これは、住所や家族の状況によ

らず、広く人材を得るという法の趣旨でございまして、住所地などに限定さ

れることなく、広く人材を得る権利を住民が有しているということでもござ

います。現実に、多くの地方公共団体の首長や国会議員が、その住所地や家

族の状況に関係なく立候補され、選挙で当選されているところでございます。  

なお、私の住所地は、川西町唐院でございます。  

住所地を町長の資質として判断する一要素と考えられる方もいらっしゃる

と存じておりますけれども、私自身は、政策において優れた成果を上げ、川

西町をいかに住みよくすることができるか、川西町長としてそれが一番重要

なことだというふうに考えております。  

さて、私は川西町に生まれ、育ち、また、まちづくりの仕事に携わる中、

本町を片時も忘れることはなく、様々な形で関わりを持ってこさせていただ

いたところであり、本町を愛する気持ちは誰にも負けないと自負していると

ころでございます。この気持ちと矜持は、今後の職務に対する姿勢と成果で

示してまいりたいと考えております。  

なお、議員指摘の地震など災害発生時の対応についてでございますけれど

も、突発的な事態が生じるのは、私が公務出張中で不在であるときも想定さ

れますし、私自身が被災して指揮を執ることができないということもあり得

ますし、そういったことを想定しておかなければならない、そう私は考えて

おります。本町では、川西町業務継続計画（ＢＣＰ）を作成しておりまして、

町長に代わって災害時の優先業務を実施する発動権限者を決めております。

第１順位は副町長、第２順位は教育長、第３順位は総務課長の順により、非

常時における業務執行を行うべく体制整備をしているところでございます。

このような事態もしっかりと想定いたしまして、災害時に備えてまいりたい

と考えております。  

以上、お答えとさせていただきます。  

議   長（堀   格）   安井議員。  

６番議員（安井知子）   車の適材適所、これは、職に就いてから最低一月二月かか

ってから分かるものだと思います。それを、もう以前に発言された。これが
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一つ疑問でございます。  

そして、町長公用車は大きいように思っておりました。もっと立派と私は

思っておりました。ところが、私も乗せてもらったことがある、うちの主人

も乗せてもらったことがある、みんな乗せてもらったことがあります。別に

大した車でもなかったと思っています。  

それから、次の介護保険のことに行きます。  

私が言う１万円のキャッシュバックをしていただきたいという後期高齢者

の人数を確認されましたか。そして、毎年少し残った介護保険予算を基金に

積増しをしています。そして、今般の第８期保険料の見直しにおいて、その

基金から充当されました。しかし、まだ基金は残っていますので、後期高齢

者の人数と残る金額で案分できると考えますが、お答え願いたいと思います。

みんな希望していると思いますよ。  

そして、住所のことですが、それは北海道に住んでいたっていいんですよ、

首長はね。そんなことはもう優に知っています。でも、今、町長がおっしゃ

った第２番が副町長、３番が教育長。もう最初から人に任せるんですか。事

故というのは、災害というのは、大体夜か夜明けに起こるんですよ。真っ昼

間はあまり聞かないです。土砂崩れ、いろいろあると思います。そんな中で、

自分がその場所に本当にラーメンができる３分以内に駆けつけるところにい

る、これは町長の心意気、本人のやる気というんですか、「私はやります」

と口で言うのと態度で示すのは別だと思います。  

川西町をよくしたい。ここにいるみんな、誰一人、悪くしたいと思ってい

る人はありません。みんながその気持ちでいる、その中で、新町長に替わら

れて一月です。もう文句を言って怒っておられる方が私の耳に入ってきまし

た。なぜそんなことが、一月たって、仕事もしていないのに、文句が出るの

か。やはり精査していただきたいと思います。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   公用車についてですけれども、当選する前から調査はさせ

ていただきまして、確かに稼働率が高い車もあるという現状も捉えておりま

すし、一方で、稼働が非常に低い、使われているのか疑問である車等も存在

するのも事実でございます。その運用を改めて見直しまして、その結果、過

剰であるのかどうかというところでございますけれども、私は、多少減らせ

るのかなというふうに考えております。  

その観点の下、改めて業務と公用車の数を照らし合わせて、本当に減らす

のが適切かどうか判断をし、また、今町長専用という形で置いてこられてお

りました車についても、どうして活用するのが適切か考えて、庁内の効率化、

無駄がないように努めていきたいと考えております。  

介護保険制度についての後期高齢者の件でございますけれども、令和３年

７月３１日時点で１ ,５０７名と把握しているところでございます。先ほど述

べさせていただきましたとおり、今後増える見込みというふうに考えており
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ますので、その前提を考えたときに、余裕がある経営をしていく、やり繰り

をしていくということは難しいというふうに私としては考えております。そ

れも踏まえまして、健康な状態を保っていただきながら暮らしていただける

よう、そういったサービスの充実をさせていただきましたり、過剰にサービ

スを受けられるようなことがないよう、公正公平に町もしっかりと見ていく

ということが大切と思っておりますので、その点に注力をしてまいりたいと

考えております。  

最後に、住所の点、ＢＣＰの観点でございます。心意気という話でござい

ましたけれども、私、着任いたしまして、大雨もございました。今、コロナ

の状況もございます。毎日緊張感を持って、何かがあった場合には、しっか

りと私が先頭を切ってこの川西町を守るという意気込みで仕事をしているこ

とを改めてお伝えさせていただきます。  

また、この体制ですぐに誰かに頼むのかという質問がありましたけれども、

そういうつもりで述べたのではなく、もし私がいなかった場合でも、きちん

とこの町を守るという責任が私にはございますので、その体制をより強化し

ていきたい、また、それを行わなければならないなと、今、防災体制を確認

させていただきながら考えているところでございますので、引き続き取り組

ませていただきたいと存じます。  

よろしくお願いいたします。  

議   長（堀   格）   安井議員。  

６番議員（安井知子）   後期高齢者で介護保険を何も使わなかったというのはすご

く限定されてくるので、もう一度考えていただきたいと思います。介護保険

を何も使わなかった後期高齢者です。  

そして、取り戻すべき川西町の誇りって何なんですか。具体的に教えてく

ださい。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   取り戻すべき誇り、これは抽象的な表現ですので、捉え方

が非常に幅広いものになるかと思いますけれども、御質問いただいているの

は政治活動用の紙面等を見て御質問いただいているかと思いますが、例えば

働くという観点におきましても、川西で職員の皆様が働くに当たって、これ

は川西町のためになっているな、川西町の将来のためにつながっているなと

信じて働けるのと、本当に大丈夫なのかなと思いながら働くのとは違うと思

います。また、川西で暮らすこと、暮らしていくことが幸せだということに

自信を持っていけるかどうか、また、例えば川西のまちづくりに参加するこ

とが楽しい、わくわくする、だから、私は自信を持ってこれを選択している

んだという気持ちを持って町に参画していただくのか、そういうところによ

って町の参画度というのも変わっていくと思っておりまして、私としまして

は、川西は既にまちづくりに参画されている方が非常に多い、そういった文

化が豊かな町だと考えておりますけれども、それをさらに住民の町への参画
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度が高く、住んでいる方も実際に楽しみながらそういったまちづくりに参加

している、そういう町をしっかりとつくっていくことによって、この川西に

住むということが楽しく、誇りを持てるという方が増えると考えております

ので、そういった町を目指していきたいという気持ちでそのような表現をさ

せていただいております。  

議   長（堀   格）   副町長。  

副  町  長（森田政美）   後期高齢者の介護保険のキャッシュバックの御質問でござ

いますが、介護保険制度は、皆さん御存じのとおり、相互扶助で、皆さんの

保険料で助け合うという制度でございます。確かにおっしゃるように７５歳

の以上の方で使われなかったら何ぼかというお気持ちはよく分かるんですけ

れども、その財源についても皆様の保険料から賄うということになりますの

で、結果的に皆様の保険料が上がるということになりますので、現在のとこ

ろはちょっと考えていないというところでございます。  

議   長（堀   格）   それでは、次に参ります。１０番  寺澤秀和議員。  

10番議員（寺澤秀和）   皆さん、おはようございます。議長の許可を得ましたので、

町営住宅の在り方について質問させていただきます。  

小澤町長が町政運営の指針として示しておられる４つの柱の中で、自らの

子ども世代・孫世代も川西町に住むことを望むまちづくり、そして、子育て

世代が働くこと、産み育てることを両立できるまちづくりを進めていきたい

とお述べになっておられます。このことはまさしく、今現在住んでいる人に

とっても、これから住もうと思っている人にとっても、川西町が暮らしやす

い町であるように目指していきたいというお考えを示すものであろうと思っ

ています。そして、その暮らしやすさの中には、シニア世代や子育て世代に

良好な住環境を提供していくことも必要になってくるものと考えています。  

川西町には、改良住宅も合せると１９３戸の町営住宅があり、政策的に空

き家対応しているものも幾分あるというふうに伺っております。町営住宅の

維持管理には多大の経費を要することも承知しておりますが、成人後に町外

で独立している人で、親元に家族で戻りたいと言っている人もおられます。  

そこでお尋ねしますが、今後、主に子育て世代などに対して、空き家にな

っている町営住宅を有効に活用していくことについて、どのようなお考えを

お持ちなのか、お示しください。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   寺澤議員御質問の町営住宅の活用方法についてお答え申し

上げます。  

まず、本町の町営住宅の現状についてでございますけれども、公営住宅１

３５戸、住宅地区改良法により建設された改良住宅５８戸、合計１９３戸の

町営住宅を管理しております。公営住宅の空き家戸数は３２戸、改良住宅の

空き家戸数は１３戸で、町営住宅全体からの空き家率は２３ .３％でございま

す。参考に、奈良県市町村の公営住宅空き家率は、２６ .７％となっておりま
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す。  

このうち公営住宅は、公営住宅法に基づき、「住宅に困窮する低額所得者

に対して低廉な家賃で賃貸し、又は転貸すること」を目的として整備された

ものであります。したがって、自力では適正な居住水準の住宅を確保できな

い低所得の方や、民間住宅の入居を拒否される場合が多い高齢者の方、障害

のある方の入居に対する住宅のセーフティネットの役割が公営住宅には求め

られていると認識しております。  

また、改良住宅は、住宅地区改良事業の施行に伴い、居住する住宅を失う

ことにより、住宅に困窮する方々のために整備されたものでございます。  

私は、本町の活性化のためには、若者世帯、子育て世帯が本町に住んでい

ただける住環境の整備が必要であると考えております。また、議員御指摘の

ように、親元を離れて独立し、生活されている子育て世帯が本町に戻り、定

住していただくための取組は、私のまちづくりプランの４つの柱の１つでご

ざいます「シニアの生活支援強化」、自らの子ども世代・孫世代も川西町に

住むことを望むまちづくり、地域に支え合える関係をつくることができるま

ちづくりにもつながっている重要な視点と考えるところでございます。また、

まちづくりプランのもう１つの柱、「子育て・教育の支援強化」の視点にお

きましても、子育て世代の住環境整備は重要でございます。  

議員御質問の公営住宅の今後につきましては、空き家となっている住宅の

状況と運用コスト、入居の希望状況を精査いたしまして、法令上の制限等も

踏まえつつ、活用方法について検討するとともに、子育て世帯が安全で安心

して暮らすことができるよう、ニーズに合致した入居可能な住宅整備を進め

る必要があると考えております。  

また、空き家となっている改良住宅につきましても、公営住宅としての活

用、福祉施設等としての活用を、先進地の情報収集に努めまして、検討して

まいりたいと考えております。  

なお、公営住宅に限らず、民間の空き家の活用でございましたり、若者世

帯、子育て世帯の移住・定住施策についても、関係機関と連携しながら検討

させていただきまして、積極的に取り組んでまいりたいと考えておる次第で

ございます。  

御質問への回答は以上でございます。  

議   長（堀   格）   寺澤議員。  

10番議員（寺澤秀和）   ありがとうございました。良好な住環境を提供できるかど

うかは、これからの川西町の住みやすさのバロメーターの一つになるかもし

れません。また、福祉施設の一面もあるのかなと考えています。  

今、３２戸の公営住宅が空いていると聞きましたが、私はそれを全部開放

したらどうかということは毛頭考えていません。でも、年間に２戸、３戸ぐ

らいは有効利用できるようにお願い申し上げまして、私の質問を終わります。  

ありがとうございました。  
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議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   しっかりとニーズを捉えまして、整備等、準備をするとい

うことも頭に置いて進めていきたいと思っております。  

御質問ありがとうございました。  

議   長（堀   格）   では、次に参ります。７番  福西広理議員。  

７番議員（福西広理）   皆様、おはようございます。７番  福西広理でございます。

議長の許可をいただきましたので、通告書どおり、自治体ＤＸ（デジタルト

ランスフォーメーション）の取組について質問をいたします。  

小澤町長が所信表明で掲げられました４つの柱の中の「行政改革の推進強

化」の観点から質問をいたします。  

現代社会においてＩＴ技術の活用は欠かせないものとなっており、私もこ

れまでに、行政におけるＡＩやＩＣＴの活用を訴えてまいりました。しかし、

このコロナ禍で、給付金の取扱いやワクチン接種の業務において、全国ほと

んどの自治体でそれらのデジタル技術が活用されず、手入力などアナログな

方法で行われ、かなりのマンパワーがつぎ込まれ、行政経営におけるＩＴ化

が全く進んでいないことが浮き彫りになりました。  

このような状況で、昨年の２０２０年１２月にデジタル・ガバメント実行

計画が閣議決定されまして、ＤＸが加速してきております。  

本町においても、本年４月よりデジタル推進室が創設され、取組が進んで

きていると思いますが、これまでの取組内容と今後のＤＸに対する小澤町長

の方針をお聞かせください。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   福西議員御質問の自治体ＤＸ（デジタノトランスフォーメ

ーション）の取組についてお答え申し上げます。  

政府におきましては、令和２年１２月に、デジタル社会の実現に向けた改

革の基本方針、デジタル・ガバメント実行計画を決定され、当町においても、

この内容を参考にしてＩＴ化を推進してまいりたいと考えております。  

当町のこれまでの取組といたしましては、コロナ禍における新しい生活様

式への対応とも重なってまいりますけれども、住民の皆様に深く関わるサー

ビスといたしまして、窓口で発行する証明書手数料のキャッシュレス決済、

納付書払いの各種税・料金につきましては、スマートフォン決済、クレジッ

トカード、ネットバンキングの３種類が利用できるようになっております。

これにより、窓口で非接触による納付や場所・時間の制約のない納付が可能

となり、利便性も向上していると認識しております。  

また、スマホ向け母子手帳アプリを導入し、妊娠、出産、子育て中の方に

必要な情報発信を行うとともに、予防接種、各種健診のスケジュール管理支

援やリモートによる相談を可能にしたところでございます。また、新型コロ

ナワクチン接種希望の申込み、児童手当の現況届のオンライン受付も行って

いる状況となっております。  
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さらには、教育の関係では、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた情報機

器やシステム整備、各種情報配信アプリの導入を進めるとともに、かねてよ

り導入のコスモス安全メールも運用しているところでございます。  

一方、本庁舎と町内の避難場所にフリーＷ i-Ｆ iを導入し、災害時の情報伝

達機能や避難者等の情報連絡手段の確保を行うとともに、 YouTubeにおける式

典等のオンライン配信設備の導入を行い、３密を避けつつ、より多くの方々

に参加・見学していただけるように整備をしたところでございます。  

次に、今後のＤＸに対する方針でございますけれども、主に次の２点を考

えております。  

１つ目は、職員が直接関わる内部業務において、ＩＣＴ（情報通信技術）

を活用し、業務の効率化を図り、人的資源を行政サービスのさらなる向上に

つなげていきたいと考えております。職員が行う内部業務につきましては、

福西議員から御指摘いただきましたとおり、これまでＩＴ化が後回しにされ

ており、手作業の時間が多くかかっているものが少なくないというふうに認

識をしているところでございます。これらの業務については、行政運営のＩ

Ｔ化の要であると考えており、まずは業務改善を進め、本来の行政サービス

に注力できる時間を増やし、多様化する行政需要に対応できるように進めて

いきたいと考えておる次第でございます。  

２つ目は、ＩＣＴを活用した行政サービスによって、住民の皆様の利便性

を向上させたいと考えております。  

住民の皆様の利便性を向上させる取組といたしましては、行政手続のオン

ライン化や手続のワンストップ化などがございますけれども、国の条件整備

を見据えつつ、まずは各課とデジタル推進室でＩＴ化を効果的に活用できる

ものは何なのかということを検討し、全庁的に協力しながら取組を進めてい

く必要があると考えており、進めていきたいと思っておるところでございま

す。  

以上、御回答とさせていただきます。  

議   長（堀   格）   福西議員。  

７番議員（福西広理）   御回答ありがとうございます。窓口のキャッシュレス決済

や母子手帳アプリ等、教育現場でも様々な各分野で徐々に取組を始めていた

だいているとのことです。現在、コロナ禍というのがデジタル化の追い風に

もなっておりますので、着実にＤＸを進めていただきたいと思います。  

そこで、近隣の三宅町では、自治体ＤＸ推進のために、現在民間企業と連

携して、まずは業務内容の棚卸作業を行いまして、どのような業務でＡＩや

ＩＣＴを活用し、作業の効率化を図れるのかを検討しておられるところだと

伺っております。  

小澤町長の就任前の発信の中でも、民間の力、ノウハウをしっかりと活用

した行政改革を行っていくということをうたわれていましたが、川西町のＤ

Ｘの取組においても、民間企業との連携を今後検討しておられるのかをお伺
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いいたします。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   福西議員御指摘のデジタルトランスフォーメーション（Ｄ

Ｘ）でございますけれども、世の中の流れの中、利便性が向上している中で、

避けては通れない流れというふうに私は捉えております。この流れに後れる

と、利便性が低い町ということで、選ばれない町になってしまいかねません

ので、しっかりと取り組む必要があると私も認識をしておる次第でございま

す。  

御指摘いただきましたように、三宅町をはじめ、積極的にやっていこうと

いう動きも近隣で出ておるのが実態でございます。私は、着任後、早速三宅

町長にも連絡を取らせていただきまして、担当関連の課長とともに、三宅町

にその取組についてヒアリングに行かせていただいております。その中で、

庁内全体の事業や内部の業務を整理し、こういったデジタル化にしっかりと

取り組もうという方針を三宅町でも確認させていただきましたし、その方針

を学ばせていただいて、こちらでも取り組ませていただきたいということで、

今、課長のメンバーを含めて話をし始めているところでございます。  

こういった点に関しましては、民間の力というものは不可欠だと考えてお

りまして、行政の中にとどまらず、専門性を持った民間の力をお借りしなが

ら、しっかりと後れることなく進めていきたいと考えております。  

以上です。  

議   長（堀   格）   福西議員。  

７番議員（福西広理）   早速三宅町にも足を運んでいただいたということで、あり

がとうございます。民間の力、そして近隣市町村ともしっかりと協力しなが

ら進めていただきたいと思います。  

ＤＸについてですけれども、本町においては、現在総合政策課で行ってい

るふるさと応援寄附金の業務において、ふるさと納税 doというＲＰＡツール、

いわゆる業務の自動化システムの活用で、業務量がＲＰＡの導入前よりも軽

減したと担当課の方から伺っております。  

この業務の自動化システム（ＲＰＡツール）を現在行われているワクチン

接種の管理業務に活用することで、職員の業務時間の大幅な短縮に大変有効

であると思われますが、本町においてこのＲＰＡツールを導入する予定はな

いのかをお伺いしたいと思います。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   今御質問いただきました、ワクチン接種の管理業務にＲＰ

Ａを導入してはどうかというお話でございますけれども、こちらは既にデジ

タル推進室が動いておりまして、導入をし、日々活用しているという状況が

ございます。  

このように、デジタル推進室もそういったノウハウをコストをかけずにや

るというところを持っているということが事実でございますので、より一層
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の活用を考えていきたいというふうに思っております。  

また、その前に少しお話しいただきましたコストの問題ですけれども、確

かに手軽にできることとお金がかかること、両方あるのがこの取組だと思っ

ておりますので、近隣市町村との協力もしっかりと取り組みたいと思ってお

ります。  

議   長（堀   格）   福西議員。  

７番議員（福西広理）   既に取組を進めていただいているということですので、着

実に小澤町長の行政改革を進めていただきますよう期待をしております。よ

ろしくお願いいたします。  

しかし、このような本町でのＤＸの取組、ＲＰＡの活用事例というのがあ

るにもかかわらず、職員の間で情報共有ができていないというのが少し残念

に思います。部署をまたいでの情報共有、また職員研修等を行っていただき

まして、ＤＸの推進につなげていただくことをお願いします。  

また、自治体ＤＸの推進の目的というのは大きく分けて２つございまして、

一つは自治体業務の効率化、もう一つは住民の利便性の向上となっておりま

す。現在の日本の人口減少社会で、どの分野においても人材確保というもの

が難しくなってきております。ＲＰＡなどの活用により単純作業をなくし、

自治体業務の効率化を進めることにより、働きがいのある仕事、職場、役所

づくりに取り組んでいただきまして、人材育成・人材確保に努めていただき

たいと思います。  

また、住民の利便性の向上という面では、誰一人このＤＸから取りこぼす

ことなく、全ての住民がＤＸの恩恵を受けられるように留意しながらも、失

敗を恐れずに、着実に時代の流れを捉えてこのＤＸを推し進めていただくよ

うお願いを申し上げまして、私の一般質問を終了させていただきます。  

ありがとうございます。  

議   長（堀   格）   では、次に参ります。３番  福山臣尾議員。  

３番議員（福山臣尾）   皆様、改めまして、おはようございます。３番  福山臣尾

でございます。議長の許可を得ましたので、質問させていただきます。  

新型コロナウイルス対策についてでございます。これは何度か質問させて

いただいていますので、その後という形でお願いします。  

日本で接種が進む新型コロナワクチンは、有効性や安全性が証明されてい

ます。感染拡大を抑えるためには、国民のワクチン接種率を高めることが不

可欠だとされています。一般的に、集団免疫を獲得するには７割以上の接種

率が必要とされています。川西町においても集団接種が進み、この９月８日

時点の数字になりますが、２回目の接種率が５３％、県全体では４８ .４％と

なっています。この分母は町民・県民全体の数字となっていますので、対象

外の方も含まれているということです。本町でのワクチン接種希望者の予約

は、９月２日から９月８日で一旦終了、２回目のワクチン接種が１０月１６

日で一旦終了となります。  
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全国的に高齢者へのワクチン接種が進み、高齢者の感染数の減少は続いて

いますが、最近では若年層の感染が増えている状況で、また、家庭内での感

染が増えていっています。変異株（デルタ株）では、元気な若者でも重症化

し、時には死に至ることもあるようです。  

ワクチン接種はあくまでも本人の希望によるものですが、若年層へのワク

チン接種の啓発を推進すべきではないかと思っています。ワクチンを打つこ

とで、自分だけでなく大切な人の命も守れ、接種が進めば今の不自由な生活

から解放される。ワクチン接種で享受するメリットの多くをもっと若者に積

極的に伝えていかねばならないのではないでしょうか。  

そこで、本町の現状についてお伺いします。  

本町における町民の年代別ワクチン接種率、また、本町職員のワクチン接

種率についてお伺いします。  

続いて、奈良県広域での集団接種の予約枠も既に完了し、また、本町での

集団接種の予約が９月８日で一旦終了となりました。本町で９月８日以降に

ワクチン接種を希望される方がおられた場合の対応についてお伺いします。  

また、１２歳から１５歳の方のワクチン接種について、初回対象者が平成

１８年８月２６日生まれから平成２１年９月２４日生まれの方に対してのワ

クチン接種券が発送され、予約が８月２６日から９月１日の間で行われまし

た。この対象者の方の接種券の発送者数、また、ワクチン接種を希望される

方の割合をお聞きします。  

今回、その年齢対象外の方、平成２１年９月２５日以降生まれの方に対し

ての対応については、年齢達成後に接種券を発送するということですが、そ

の予約方法、接種会場についてはまだ決まっていないということで、どのよ

うに検討されているのか、お伺いします。  

最後に、新型コロナウイルス感染の収束の兆しが不透明な中、奈良県にお

いて緊急事態宣言がなかなか発令されませんが、荒井知事の場合、出ないの

かなという気もするんですけども、出た場合の教育現場の対応についてお伺

いします。  

以上、５点ありますけども、よろしくお願いします。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   それでは、福山議員の御質問にお答え申し上げます。  

まず、新型コロナウイルス対策は、住民の皆様の命と健康を守るための重

要な課題と認識しております。そこで、着任後すぐに、ワクチン接種の安全

性を守りながらの加速化と土曜日の接種日の設定に取り組ませていただきま

した。そして、接種しやすい環境づくりを行っていると認識しております。  

関係の皆様の多大な御協力をいただいており、結果、８月の１回目の接種

はかなり進ませていただきました。また、９月も今週、来週と一気に接種率

が上がるという形をつくってもらっておりまして、関係の皆様に感謝の言葉

を述べさせていただきたいと思っております。ありがとうございます。  
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また、コロナ禍の状況や課題は刻一刻と変化しておりますので、今後もし

っかりと情報を入手し、住民の皆様、ご関係の皆様の御理解、御協力を得な

がら対策を打っていきたいと考えておる次第でございます。  

それでは、福山議員の御質問に順にお答えしていきたいと存じます。  

まず１つ目、現状の川西町の年代別接種率、また本町の職員の接種率につ

いて御説明申し上げます。  

９月１日現在、川西町けやきホールでの接種率ですが、６５歳以上高齢者

については、１回目完了者２ ,５３４名で８３ .８５％、２回目完了者数２ ,４

７７名で８１ .９７％、６４歳以下の方につきましては、１回目完了者数２ ,

４９０名で５５ .９８％、２回目完了者数５８９名で１３ .２４％となってお

り、全体接種率としましては、１回目完了者数５ ,０２４名で６４ .９７％、

２回目完了者数３ ,０６６名で３９ .６５％となっております。なお、この割

合につきましては、接種対象者の人数をベースとしての割合となっておりま

す。  

また、本町の職員接種率についてですが、令和３年４月１日現在職員数、

正規職員、再任用職員、会計年度任用職員の総数１５９名に対し、接種者数

は８４名となっております。  

２つ目、９月８日以降にワクチン接種を希望される方がおられた場合の対

応について御説明申し上げます。  

集団接種につきましては、１０月１６日がけやきホールで行う２回目接種

の最終となる見込みとなっておりますけれども、庁内の医療機関の先生方と

意見交換を行いながら、個別接種に向け、それぞれの医療機関での接種体制

を調整していきたいと思っておりますが、現在については調整中となってお

ります。方向性が決定次第、ホームページや広報において住民周知してまい

ります。  

また、自衛隊が行う大阪での大規模接種も１１月頃まで接種予定となって

おりますので、併せて御活用いただければと考えております。  

３つ目、１２歳から１５歳の方のワクチン接種者数、ワクチン接種希望者

数について御説明申し上げます。  

１２歳から１５歳の方の接種者数につきましては、９月２４日年齢到達者

数としては２６３名でございまして、９月１日の申込期間までに希望された

人数につきましては１６８名で、申込み率が６３ .８８％となっておる現状で

す。  

４つ目、「平成２１年９月２５日以降生まれの方の取扱いについて、予約

方法、また接種場所についてはどうなるのか」について御説明申し上げます。  

平成２１年９月２５日以降生まれの方、いわゆる１２歳年齢到達者の取扱

いについては、現時点では、町内の医療機関での接種について調整を行って

いる段階でございます。具体的詳細については決まっておりませんけれども、

町内の医療機関で接種できるよう調整していきたいと考えておるところでご
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ざいます。具体的な方向性が決定次第、ホームページや広報におきまして住

民の皆様へ周知してまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げま

す。  

５つ目の学校現場の対応については、教育長からお願いいたします。  

議   長（堀   格）   教育長。  

教  育  長（橋本宗和）   ただいまの福山議員の御質問の中の学校対応について、私

からお答えさせていただきたいと思います。  

新型コロナウイルス感染症が収まらない現状で、奈良県において緊急事態

宣言が発令された場合の教育現場の対応については、令和３年８月２７日、

文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課から、学校で児童生徒等や教職

員の新型コロナウイルス感染が確認された場合の対応ガイドラインが示され

ております。ここでは、地域の感染状況や保健所の業務の状況等を踏まえ、

迅速に対応するため、平常時から学校と保健所が連携を取り、初動体制につ

いて整理しておくことが重要であるとしています。その上で、大きく３項目

が示されております。  

まず初めに、「１ .学校で感染者が確認された場合の対応」につきましては、

校長は、感染した児童生徒について出席停止の措置を取るほか、感染者が教

職員である場合は、病気休暇等の取得や在宅勤務、職務専念義務の免除等に

より出勤させないようにすることとしています。  

また、「２ .濃厚接触者等の特定について」の項において、濃厚接触者の候

補について次の４点を挙げております。まず１つ目ですが、「感染者と同居

又は長時間の接触があった者」。２つ目に、「適切な感染防護なしに感染者

を介護していた者」。３つ目には、「感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つば等）

に直接触れた可能性の高い者（１メートル以内の距離で互いにマスクなしで

会話が交わされた場合は、時間の長さを問わずに濃厚接触者に該当する場合

がある）」としております。４つ目として、「手で触れることのできる距離

（目安として１メートル）で、必要な感染予防策なし―というのは、マスク

をしていても鼻出しであるとか、あごマスクであるというのは必要な感染予

防策なしというふうに捉えられます―で、感染者と１５分以上の接触があっ

た者（例えば、感染者と会話していた者）」としております。  

最後に、「３ .出席停止の措置及び臨時休業の判断について」の項では、学

級閉鎖、学年閉鎖、学校全体の臨時休業等、その日程も含めて具体的な指示

があります。  

それを受けて、川西町におきましても、感染状況等に応じた対応マニュア

ルを教育委員会で作成しております。さきに述べた、学校で感染者が確認さ

れた場合の対応、濃厚接触者等の特定について、出席停止の措置及び臨時休

業の判断について等を、緊急事態宣言が発令された場合を想定し、幼稚園、

小学校、中学校と教育委員会が密接に連携しながら取り組んでいく所存です。  

今後も、川西町の感染状況を注視し、一層の新型コロナウイルス感染症対
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策を講じながら、児童生徒の学びを止めないための取組の充実を図ってまい

りたいと思っておりますので、御理解と御支援を賜りますよう、よろしくお

願いいたします。  

議   長（堀   格）   福山議員。  

３番議員（福山臣尾）   御回答ありがとうございます。  

本町においてもワクチン接種がかなり進んできているということですけど

も、集団接種の機会がある程度限られてくるというところで、個別接種が進

めばいいなというふうには思っています。  

あと、若年層に対しての啓発活動として、今テレビでもいろいろと、打っ

たほうがいいよというようなことが言われていますけども、本町においても

そういう意識改革というんですか、本人が希望でないと打てませんけども、

今後も啓発していってほしいなと思いますので、その辺、またよろしくお願

いします。  

学校関係のほうも、ふだんから感染防止対策に努められて御苦労をされて

いるとは思うんですけども、家庭内感染とかいろいろ出てくると思うので、

その辺も注意して、今後とも気をつけてやっていっていただきたいと思いま

す。  

また、ＧＩＧＡスクール構想のモデル校にもなっていますので、その辺も

活用した形で、コロナ対策のほうも授業が後れないとか、そういう形でやっ

ていただきたいなと思います。  

以上です。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   御意見ありがとうございました。  

確かに、今後ワクチンがどうかといううわさもいろいろございますけれど

も、医学的に申し上げますと、今のところ重症化は防げているということも

ございますので、町としましては、ワクチン接種の推奨という方向は崩さず

にやっていくのが現時点ではいいのかというふうに捉えて動いていきます。  

若年層の接種率の上昇というところはやはり課題だと認識をしております

ので、状況も見ながら、しっかりと啓発を行っていきたいと考えております。  

ワクチン接種体制の維持というところが、３回目接種等どうなっていくか

分かりませんけれども、ここの御協力というところは町全体でいただかない

と進めていけないのかなと思っておりますので、引き続きの御理解、御協力

のほど、よろしくお願いできればと存じます。  

以上です。  

議   長（堀   格）   教育長。  

教  育  長（橋本宗和）   先ほど福山議員がお話ししていただきましたように、ＧＩ

ＧＡスクール構想の取組は、この奈良県の中でも川西町が本当にトップを走

っている状況であります。もしも学校に子どもたちが集まれないという状況

が出たときには、オンラインで各家庭とつないで学習ができるという状況に
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今取り組んでいるところですので、ぜひまた応援をしてあげていただけたら

と思います。  

よろしくお願いします。  

議   長（堀   格）   それでは、次に参ります。１番  阪本  学議員。  

１番議員（阪本  学）   おはようございます。阪本でございます。議長のお許しを

いただきましたので、質問をさせていただきます。  

まず初めに、コロナ禍の諸課題ということでお聞きをしたいと思います。  

この大変なコロナ禍の中、マスコミ、メディア等でも多くの問題や課題が

毎日のように報じられています。そんな中で、今日は３点に絞ってお尋ねを

したいと思います。  

まず１点目は、このコロナ禍における独居高齢者対策、いわゆるひとり暮

らしの高齢者の方の対策についてお尋ねをしたいと思います。  

現在、独居高齢者の数は年々増えてきています。これまでも川西町として

いろんな支援等、また対策もされてきていると思いますけれども、高齢者の

方、特に独居高齢者の皆さんにとっては、この新型コロナウイルス感染症は

非常に怖い、恐ろしいものと、心配をされながら日々暮らしておられると思

います。そんな中で、高齢者の方のワクチン接種は順調に進んでいるとも聞

いてはおりますけれども、事情があって打ちたくても打てない、また、接種

会場へ行けない方もおられるとも聞いています。２回接種すればある程度安

心感はあると思いますけれども、県内でもブレークスルー感染があるという

ことも確認をされています。２回接種していれば重症化はしないと言われて

いますけれども、こういうことが起これば、また心配もされるのが当然でご

ざいます。  

そこで、独居高齢者の方の見守りや心身の状況、また、それに伴う支援等、

この大変なコロナ禍の中で、生活実態をどのように把握されて、どんな支援

をされているのかをお聞かせください  

次、２点目に入ります。学校における安全対策についてお尋ねをいたしま

す。  

２学期も始まり、子どもたちの接触機会が増えています。感染力の強いデ

ルタ株によって、子どもたちから家庭内感染を通じて感染がさらに拡大する

ことも懸念をされています。県内でも１０歳代の児童生徒の感染が増えてい

るようにも聞いております。学校生活の中で様々なことが起こっているとい

うふうに思いますけれども、そんな中、現場の先生方は、学習を中心としな

がら、子どもたちの命を守る、安心安全を守るため、日々一生懸命取り組ん

でおられると思います。今、家庭でも学校でも、いろんなところで生活様式

が変わってきています。とりわけ学習の時間や給食の時間、またトイレの使

い方や登下校時での注意等、そういった様々なところの安全対策の取組につ

いてお聞かせをいただきたい。  

次に、３点目は、コロナ差別の実態についてお尋ねをいたします。  
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新型コロナウイルスに関連した差別や偏見が、今もなお続いているようで

あります。当然あってはならないことでございます。２月に施行されました

新型コロナ対策の特別措置法には、感染者やその家族、医療従事者への差別

を防ぐため、国や自治体が被害者の実態把握や相談・支援、住民への啓発活

動が盛り込まれています。差別や偏見を許さず、思いやることが大切である

ことは言うまでもありません。川西町における実態をどのように把握され、

また、相談・支援や住民への啓発活動にどのように取り組んでおられるのか、

お尋ねをいたします。  

次に、安心安全なまちづくりについてお尋ねをいたします。  

まず、県道３６号天理王寺線の町道移管に伴う整備の進捗状況についてで

あります。  

唐院橋から曽我川までの区間と曽我川堤防道路の整備でございます。交通

安全対策、特に歩行者の安全対策の整備は急務です。ガードレールの補修や

新設、交差点部分のカラー舗装、路面標示、道路側溝の改修、住宅地への飛

び込み防止柵の設置等々、全て命に関わるものでございます。詳細について

は御承知だと思いますけれども、これは、令和２年３月３１日付で前町長と

地元自治会長の連名で県中和土木事務所宛てに要望書が出されております。

もう１年半近くたっているようでありますけれども、いまだに現場は何も変

わっておりません。早急に強く、再度要望していただきたい。事故があって

からでは遅いんです。  

現在の進捗状況と整備の時期、また町道への移管時期の見通しについてお

聞かせをいただきたい。  

最後に、令和３年５月に川西町より要望されている川西町内の道路７カ所、

河川４カ所の進捗状況も併せて回答をお願いします。  

以上、よろしくお願いいたします。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   それでは、阪本議員の御質問にお答え申し上げます。  

１つ目の独居高齢者対策について御回答申し上げます。  

独居高齢者につきましては、コロナ禍であるからこそ、感染予防に留意し、

高齢者の現状を把握することが重要であると考えております。毎年、民生児

童委員の方に実施していただいている高齢者見守り活動に資する高齢者実態

調査につきましては、対象者の希望に応じた方法で例年どおり行っている状

況がございます。また、包括支援センターの職員も高齢者の現状を把握する

ように努めており、個々に訪問を実施しております。  

新型コロナウイルス感染予防につきましては、高齢者に限らず、どの年代

にも必要不可欠でございますが、重症化しやすいと言われている高齢者にと

っては、感染予防を重視し、外出抑制を行うと、心身の虚弱化、いわゆるフ

レイルが顕在することとなります。そのため、高齢者の体力維持や外出の機

会、社会的つながりが保てるよう、地域の自主体操グループを通じた見守り
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活動が継続されるように、リーフレットの配布や、閉じ籠もり、フレイル、

虚弱予防など、町としても自主体操グループへの積極的な関与を行っておる

状況です。  

今後も、独居高齢者に関わる関係機関が、感染拡大の状況を見極めながら

実施方法を工夫し、高齢者の現状把握に努めてまいりたいと存じます。  

また、高齢者のワクチン接種等についての御質問もございました。  

ワクチン接種の集団接種につきましては、１０月１６日のけやきホールで

の２回目の接種で終了する見通しとなっております。現時点では、町内の医

療機関の先生方と個別接種に向けた調整を行う予定ですけれども、集団接種

で会場に来られなかった、来ることができなかった高齢者の方についてどう

していくかという話も今しておる状況がございまして、コールセンターや保

健センターにおいてきめ細かに状況を確認し、介護認定をお持ちの方につい

ては、包括支援センターやケアマネ等とも連絡・調整をさせていただいた上

で、どのような形で希望される方にワクチン接種を受けていただくのがよい

かをしっかりとフォローできればと考えており、小さな町ですので、そのよ

うな形でしっかりと対応していきたいと考えております。  

続きまして、３つ目の質問、コロナ差別の実態把握についてお答え申し上

げます。  

議員の御質問のコロナ差別の実態把握についてですが、当町の人権担当課

に直接住民の方から新型コロナに関する差別的取扱いを受けたという報告や

相談は、今のところはございません。奈良県においても、市町村人権・同和

問題啓発活動推進本部連絡協議会、いわゆる啓発連協に参加する３９市町村

から、自治体で起こったコロナ差別に関する事例や相談を事務局に差別事象

として報告し、奈良県内でどのようなことが起こったのかを市町村間で共有

して、状況の把握に努めておるところでございます。啓発連協の推進企画会

議で６月に報告された内容として、４月に県内の市において、市内小学校及

びその校区において特定の者を新型コロナウイルス感染症感染者として誹謗

中傷されかねない内容が書かれたものが電柱等に貼られていたとの報告を受

けております。それ以降は、市町村からの新型コロナウイルス感染症に関連

しての差別事象の報告はないという状況でございます。  

当町では、「新型コロナウイルス感染症に関連して」という記事を掲載し、

ホームページで相談窓口の周知を行っております。これ以外にも、庁舎内と

出先機関にポスターを掲示し、広報誌においても「ストップ！コロナ差別」

という内容で、感染者、濃厚接触者、医療従事者、社会機能の維持に貢献し

ている方やその御家族などがいわれのない誹謗中傷やいじめ、差別を受ける

ことのないように啓発を行っております。  

また、毎月広報誌に掲載しております「てんいち先生」では、随時、漫画

を通して、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により問題となる人権テー

マについて分かりやすく解説をしておるところです。  
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新型コロナウイルス感染症による差別や偏見が広がると、医療従事者やエ

ッセンシャルワーカーの離職が増える可能性があり、感染者の方にも同様の

ことがあると、検査を避けたり感染を隠そうとするなど、感染拡大を抑えに

くくなることも考えられます。住民の皆様には、新型コロナウイルス感染症

に立ち向かう医療従事者やエッセンシャルワーカーの方々に感謝とエールを

送り、感染者とその家族の方々には正しい知識を基に思いやりを持って接し

ていただけるように、今後も新型コロナウイルス感染症に関連する差別や偏

見をなくす啓発活動を進めてまいります。  

続きまして、安全安心なまちづくりについてお答え申し上げます。  

その中の１点目の御質問、町道移管（県道３６号天理王寺線）に伴う整備

の進捗状況についてでございます。  

令和２年３月１５日に、県道天理王寺線のバイパス道路が一部開通となり、

地域住民の安全な暮らしと利便性の向上が図られたところでございます。当

該道路の開通に伴い、保田地区及び本町より奈良県中和土木事務所に、現在

の県道天理王寺線について道路舗装やガードレール改修等の要望を行ってお

り、要望箇所の整備完了後、保田地区内の県道天理王寺線は町道に移管され

ることとなります。  

当該要望の整備進捗状況について土木事務所に確認いたしましたので、報

告させていただきます。  

令和３年度におきましては、既存の水路改修１８０メートルの整備を予定

されている状況です。施工時期は、年内中に請負業者と契約を締結し、来年

１月に着工する計画とのことです。その他、道路舗装等の整備につきまして

は、水路改修の整備に伴い、令和４年度以降からの整備計画とされておりま

す。  

２点目の御質問、今年度奈良県に要望している道路・河川の整備進捗状況

についてでございますが、毎年、中和事務所長が県事業の進捗報告に来庁さ

れた際に、県管轄の道路及び河川に対する要望書を提出しております。要望

についての進捗状況を中和土木事務所に確認いたしましたところ、飛鳥川に

おける樹木の伐採については、令和３年度実施予定と聞いております。その

他の道路及び河川要望につきましては、場所によって、ほかの整備事業の関

連から、今すぐに対応できない箇所もございますので、引き続き町域におき

ましての県管轄となります道路及び河川に対する必要な要望は随時行い、中

和土木事務所との連携の強化を図るとともに、本町関連整備事業の進捗状況

に注視し、取り組んでまいります。  

それでは、学校現場でのコロナ対策について御質問いただいておりますの

で、こちらについては教育長よりお答えいたします。  

議   長（堀   格）   教育長。  

教  育  長（橋本宗和）   心配をかけております学校の安全対策について、阪本議員

の質問にお答えをさせていただきます。  
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コロナ禍の諸課題について、学校における安全対策として、まず、川西小

学校での新型コロナウイルス感染症予防対策につきましては、文部科学省よ

り発出された「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マ

ニュアル～学校の新しい生活様式～ Ver６」に基づき、川西小学校の実情に応

じた安全対策を講じております。  

感染予防対策の代表的な取組といたしましては、まず、家庭での検温・健

康観察の徹底を強くお願いしております。家庭や地域でうつらない・うつさ

ない生活様式の徹底を強化するとともに、学校に新型コロナウイルスを持ち

込まないための取組を意識高く進めているところです。  

学校における具体的な取組といたしましては、まず、登下校時の一列歩行

を行っております。一列で間隔を空け、夏季は日傘も推奨しております。登

校後は、昇降口においてサーモセンサー付きアルコール噴霧器による検温ア

ルコール手指消毒を徹底しております。また、マスク着用の徹底―不織布マ

スクの推奨は、令和３年２学期より行っております―また、水筒代わりのペ

ットボトル再利用を厳禁としております。  

校内環境といたしましては、換気の徹底、対角線での窓の開放、換気扇の

常時稼働、可能な範囲で距離を取っての机の配置、手洗いタイムの設定、中

休み、給食前、清掃後、また間隔を空けての手洗い場の使用（隣接する場所

は使わない）、手洗い場・トイレにソーシャルディスタンスを保つ足型設置、

放課後、手を触れる場所の消毒、トイレ随時消毒、公務員・学校サポート員

によります蜜を避ける学校生活指導等を進め、各教室の出入り口にはアルコ

ール消毒ボトルを設置し、手指消毒の徹底も図っております。  

授業中におきましては、机上にパーテーションを設置し、飛沫感染防止の

配慮をしております。教室の出入り口のアルコール消毒ボトルの設置と机上

のパーテーション設置につきましては、コロナウイルス感染症の拡大に対応

するため、令和３年度２学期から新たに実施している安全対策です。  

また、対面式学習の制限や学校行事の見直し及び中止・制限につきまして

は、継続して行っております。  

学校給食につきまして、配膳台・机を配膳前にアルコール消毒、配膳時の

エプロン、マスク、三角巾、配膳用手袋着用の徹底、対面式の喫食の中止、

黙食、食後の歯磨き中止等の安全対策を行っております。  

また、コロナ差別への対応につきましても、教育の基本としている人権学

習を中心に進めています。誰もが感染者・濃厚接触者になる可能性があり、

決して責められたり不当な扱いを受けるべきではないことを、子どもの発達

に応じて丁寧に指導を進めております。そして、学ぶ権利は子どもの人権の

中心であり、生きる希望の中心であることを大事に受け止め、学びを止めな

い取組を展開しているところです。  

次に、川西幼稚園での新型コロナウイルス感染症予防対策につきましては、

登降園におけるマスク着用の推奨、家庭での検温･健康観察、登園時に体温チ
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ェックシートの確認、園舎への出入り、昼食前後の手洗いの実施等を丁寧に

進めております。園環境につきまして、園舎及び通園バスの抗ウイルス加工、

保育室のドア等の開放、対面作業の中止、４人掛け机を１方向２人掛けにす

るなど、対面式の着席の中止、手洗い場にソーシャルディスタンスを保つテ

ープ設置、給食の配膳は教職員が手袋着用により実施等の安全対策を講じて

おります。  

今後も、川西町の感染状況を注視し、一層の新型コロナウルス感染症予防

対策を講じながら、学校・園における子どものストレスとメンタルヘルスへ

の配慮も欠かすことなく、安全対策の充実を図ってまいりたいと考えており

ますので、御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。  

議   長（堀   格）   阪本議員。  

１番議員（阪本  学）   ありがとうございます。  

まず、独居高齢者対策についてでございますけれども、感染症対策の国の

基本的対処方針には、政府及び地方公共団体は、市町村が行う見回り等につ

いて適切に支援すると記載をされています。見守り等については、感染拡大

に十分注意をされ、県とも連携しながら積極的に支援をお願いしたいという

ふうに思います。  

それから、学校の安全対策についてでございます。  

今、全国の学校では、大変試行錯誤しながら、先生方も御苦労されている

と思います。川西の子どもが感染症にならないように、児童生徒には十分配

慮をしていただき、大変な時でございますけれども、引き続きよろしくお願

いをいたします。  

それから、コロナ差別の相談はないということでございますけれども、し

っかりと体制を整えていただき、もし何かあれば、しっかり対応していただ

きたいと思います。  

それから、最後のハード面の整備状況についてでございますが、先ほども

申し上げましたけれども、事故が起こってからでは遅いです。一日も早く整

備されるよう強く要望していただきたい。  

質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。  

議   長（堀   格）   それでは、次に参ります。５番  松村定則議員。  

５番議員（松村定則）   皆さん、おはようございます。５番  松村定則であります。

議長の許可を得ましたので、質問させていただきます。  

通学路における合同点検の実施についてであります。  

今年６月、千葉県八街市において、下校中の児童の列にトラックが突っ込

み、５人が死傷する痛ましい事故が発生したことを受けて、７月９日、文部

科学省、国土交通省、警察庁が、通学路における安全点検の実施に関する通

知を発出されました。川西町での危険箇所の抽出は済まれたのでしょうか。

県道天理王寺線出屋敷交差点は、国道２４号線バイパス一般道の上りの終点

となっております。  
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天理市二階堂南菅田町までの間１ .１キロは現在工事中で、二、三年後には

開通予定と聞いております。開通しますと、それぞれ右折車線が設けられ、

東西約３０メートル、南北約２０メートルと、とても大きな交差点になるよ

うです。京奈和自動車道東側より、上出屋敷地区やマンションのマック結崎

などから小学生が川西小学校へと通学しております。  

信号交差点において、歩行者が横断するのと同時に同方向の車両が直進及

び右左折するため、車両と歩行者が交錯し、交通事故が起こる危険性があり

ます。この危険性を排除するため、右左折する車両と横断歩行者が交錯しな

いよう、歩行者と車両の通行を区分する方式の歩車分離信号への変更をお願

いするものであります。  

歩行者と車両を分離する歩車分離信号機は、通学路にある交差点の事故を

防止し、あるいは減少させるために有効な手段の一つであると考えます。通

学路の安全対策として、川西町のお考えを伺います。  

以上、よろしくお願いします。  

議   長（堀   格）   教育長。  

教  育  長（橋本宗和）   松村議員から、今、八街の悲惨な交通事故のお話がありま

した。私も、あってはならないこと、この悲惨な人身事故について本当に考

え直していかなければならないと胸に思い、心を痛めているところでありま

す。  

その上で、松村議員の御質問にお答えをさせていただきます。  

通学路における合同点検の実施状況につきましては、令和３年７月９日付

で文部科学省より県教育委員会保健体育課を通して依頼を受けました。７月

１３日には、川西小学校へ危険箇所の報告を指示しております。７月２７日、

川西小学校から危険箇所の報告を受け、８月４日まで教育委員会において、

住民の方から受けていた意見も加味し、危険箇所の取りまとめを行いました。

その後、松村議員及び伊藤議員から、京奈和自動車道一般部について安全対

策の御要望をいただき、８月２３日に、交通安全担当の総務課と道路管理担

当の事業課と教育委員会とで危険箇所１７カ所についての事前打合せを行い

ました。来る９月１３日には、中和土木事務所、天理警察署、川西小学校、

小学校ＰＴＡ、総務課、事業課、教育委員会で通学路の合同点検を予定して

いるところです。  

川西町教育委員会といたしましては、この通学路における合同点検は、児

童生徒の安全にとどまらず、川西町の住民の皆様の安全を守るための絶好の

機会であると捉えております。  

議員の御質問にあります京奈和道路交差点付近での歩車分離信号機案も含

め、合同点検場所での安全対策につきましては、警察等の専門的な意見も伺

いながら、川西町で取り組める安全対策は川西町で確実に実施し、川西町で

の実施が難しい対策につきましては、担当官庁等に強く要望し、働きかけて

まいります。  
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今後も、川西町住民の皆様の安心安全のための取組を推進してまいります

ので、御理解、御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。  

議   長（堀   格）   松村議員。  

５番議員（松村定則）   御回答ありがとうございます。  

以前、警察庁が、全国１００カ所の歩車分離式信号を調査した結果、人身

事故が約４割減少し、そのうち人対車両の事故は約７割減少するなど、安全

面で大きな効果が認められております。車両と歩行者が青信号までの待ち時

間が長くなりますので、設置に関しては押しボタン式の設置もあるようです。  

実際、ここは奈良県道と国道との交差点になります。いろいろな面で交

渉・協議が必要と思いますので、早急なる御対応をいただきまして、早期に

変更できますようにお願いをしておきまして、私の一般質問を終わらせてい

ただきます。ありがとうございました。  

議   長（堀   格）   教育長。  

教  育  長（橋本宗和）   ありがとうございます。ぜひ関係機関と協議をしながら進

めてまいりたいと思いますので、よろしく応援をお願いいたします。  

議   長（堀   格君）   では、次に参ります。８番  伊藤彰夫議員。  

８番議員（伊藤彰夫君）   伊藤です。議長の許可を得ましたので、質問させていた

だきます。  

さきに通告してありますように、川西町の防災力向上についてであります。  

私は、結崎団地自主防災組織及び防災士会の会長を務めています。また、

川西町自主防災連絡協議会の会長を仰せつかっています。自主防災組織の活

動を基に質問いたします。  

阪神大震災のときに住民の救助活動の重要性が強く認識され、その後の災

害対策基本法の改正で、初めて自主防災組織の育成が行政の責務の一つとし

て明記されました。そして、東日本大震災発生を契機に、「自分たちの地域

は自分たちで守る」という観点から、自主防災組織の育成が広がっています。  

本町においては、平成２３年度から各自治会で自主防災組織の立ち上げに

着手し、平成２５年には町全体で２２の自主防災組織が発足いたしました。

そして、２２の組織を１つにまとめた自主防災連絡協議会が立ち上がり、町

との合同防災訓練が始まりました。けやきホールでの避難所開設訓練、駐車

場での防災訓練を実施してきました。今年で、自主防災組織が活動を始めて

１０年になります。コロナ禍が収まれば、自主防災連絡協議会の活動はこれ

まで以上にレベルアップして、実際に想定される災害に備え、町民の皆さん

とともに防災意識の向上、防災訓練や避難訓練などに取り組んで、町全体の

防災力の向上を目指していきます。それには町との協力体制を今まで以上に

強固なものにしなければならないと考えています。  

課題はいろいろありますが、これからの町の防災力向上に向けてどのよう

に取り組んでいかれるのか、町長のお考えをお尋ねいたします。  

議   長（堀   格）   町長。  
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町   長（小澤晃広）   それでは、伊藤議員の御質問にお答え申し上げます。  

本町は、大和川水系の河川が集まる地形の環境から、特に洪水等による災

害を受けやすく、近年において多発する豪雨や台風による風水害など、深刻

さを増しているものと感じております。また、近い将来に発生の切迫性が指

摘されている大規模地震として、南海トラフ地震の被害も甚大になるものと

想定されており、危惧しているところです。  

私自身、消防団員から最後は団長まで長年務めていた父の姿を見て育って

きておりますことから、当然のごとく町民の皆様の生命・財産を守ることは

最大の責務であると考えておりますし、安全安心なまちづくりを目指して防

災対策に積極的に取り組んでまいりたいと考えております。  

しかしながら、議員も御存じのとおり、防災に対する取組は行政のみで完

全に整えられるということはなく、平成７年の阪神・淡路大震災では、倒壊

した家屋から救出された人の８割が地域コミュニティの人々によって救出さ

れたとの調査結果も出ておりますし、東日本大震災を見ましても、災害時に

おいて行政の応急対応についても限界があることは明らかな現状がございま

す。  

こうしたことから、行政の行う「公助」は当然でございますが、自分の命

は自分で守る「自助」、地域の皆様が助け合い、皆の命を守る「共助」が併

せて大切であるとも認識をしているところでございます。  

本町におきましては、伊藤議員がお述べのように、平成２３年度から、

「自分たちの地域は自分たちで守る」という住民の高い御意識の下に組織さ

れました各自治会組織の自主防災会や、その相互の連携、体制の強化などを

目的として設置されました川西町自主防災連絡協議会が存在しておりまして、

伊藤議員にも大変な御尽力をいただきながら、様々な活動が活発に行われて

きたと聞いており、改めて参画・活動されている皆様に深く敬意を表するも

のでございます。  

議員の御指摘のように、川西町の防災力強化には、まずは町民の防災意識

の向上を図るとともに、この自主防災組織をさらに強化・活性化し、地域防

災力の向上・底上げを図ることが大切であると考えております。そのため、

町としましては、地域の防災リーダーとなる防災士育成の推進に積極的に取

り組むとともに、こうした防災士による組織化、情報共有などにより、各自

主防災組織への助言や指導を行っていただくことが、さらなる地域防災力の

向上につながるものと考えております。  

町として防災対策に努めて参ることは当然のことながら、自主防災組織と

して地域の皆様が一層御活躍いただき、地域防災力の向上につなげていただ

けるよう、町としてもその活動を御支援させていただきたいと考えている次

第です。  

また、これらの取組だけでは解消できない地域間の災害対策に対する意識

の格差や、それぞれの自主防災会の構成員の特性に応じ、活動をカバーする
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必要がある場合は、自主防災会、町消防や警察、さらには地元消防団などと

連携した取組についてもしっかりと検討を進めてまいりたいと考えておる次

第でございます。  

以上、回答とさせていただきます。  

議   長（堀   格）   伊藤議員。  

８番議員（伊藤彰夫）   川西町の防災力向上に向けての御答弁、ありがとうござい

ました。  

自主防災組織の強化、地域防災力の向上を図るために、防災士養成に積極

的に取り組んでいただくとのこと。防災士が各自主防災会に増えることを期

待します。防災士が多くなれば、川西町での防災士会を結成して、自主防災

組織の助言や指導を行い、地域防災力の向上を目指していきたいと考えてい

ます。その際には、町の御支援をよろしくお願いいたします。  

以上で質問を終わります。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   伊藤議員から御意見いただきましたとおり、防災という観

点は重要課題ということで認識をしており、しっかりと取り組んでいく所存

でございますので、引き続き御支援、御協力、また御指導、御鞭撻のほど、

よろしくお願い申し上げます。  

議   長（堀   格）   では、次に参ります。１２番  芝  和也議員。  

12番議員（芝 和也）  本 日 、 質 問 者 の し ん が り を 務 め さ せ て い た だ き ま

す 、 １２番  芝  和也です。前の８人に続きまして質問をいたします。  

小澤晃広町長には、さきの選挙戦を制されましての御就任、誠におめでと

うございます。これから先、まず、お互い住民の皆さんに雇い続けてもらわ

ないとなりませんが、それが続く限りは、住民の皆さんの意に沿い、願いに

応える、身近で役立つ川西町へと進めていくべく、この場も含め、様々に議

論を重ねてまいりたいと存じますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

それでは、今般は、町政運営の基本とコロナ対応についてお伺いいたしま

す。  

町政運営に際しまして、町長は、昨日の本会議の所信でもお述べのとおり、

シニアの生活支援の強化、子育て・教育の支援、人が集まるまちづくりの推

進、行政改革の推進強化、この４つの柱を置いて進めていく旨、お示しであ

りますが、これらを進めていく上で、まず自治体の長として備えておくべき、

持つべき視点はいかに置くべきか、その辺、どうお考えか、町長の御所見を

お示しいただきたいと存じます。  

次に、コロナ対応についてでございますが、今日、住民の皆さんをはじめ

多くの国民が見抜き始めているとおり、科学的な知見を無視したこれまでの

政府の対応策が今日の感染状況を招いていることが、時間の経過とともにだ

んだんと現れてきている状況となってきているところであります。  

コロナ等の感染症対応の基本は、やはり検査の徹底による感染者の識別に
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あり、とりわけコロナの場合は、無症状の感染者の存在が少なくありません。

こうした症状のない人が感染源になっていることが厄介な点であります。こ

れを抑えるには、きちんと掌握して識別することが決定的でありますので、

そこには検査体制をいかに整えるかが大きなポイントとなる問題であります。  

変異を繰り返すウイルスですけれども、今日のデルタ株は、その感染が大

人に比べて少ないとされてきた子どもにも及ぶことが確認されていることか

らも、学校等での感染対策の徹底が一層図られているところでありますが、

加えて、保育所や幼稚園、小学校や中学校の現場で働く教員及び職員の皆さ

んなど、大人への検査体制を確保して、定期的にこれらの皆さんが検査を受

けることができる体制を整えておく、手だてを確立していくことが重要であ

ると心得ます。  

これらの方策をいかにお考えになるか、この点についても町長の御所見を

お伺いいたします。  

以上、よろしくお願いいたします。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   芝議員から御質問いただきました町政運営の基本姿勢につ

いて、まずお答え申し上げます。  

既に昨日の所信表明や弓仲議員の御質問への答弁でもお話しさせていただ

いたこととかぶる部分もございますが、私がまず町政運営の基本姿勢として

大切にしたいと思っておりますのは、川西町行政役場の本来の存在意義、目

的であります「川西町での暮らしをよりよくする」、これをしっかりと目指

していくということです。そして、もう一つは、未来世代に誇りを持って引

き継いでいくことができる川西町をつくっていくということです。今存在す

る川西町は、先人の皆様の功績によってつくられてきたものであり、私たち

も、今私たちがよいだけではなく、未来世代にも自信を持って引き継いでい

くことができる町をつくっていかなければならないというふうに考えており

ます。  

そのためには、川西町が“ワンチーム”になり、進んでいくことができる

よう、私がまず「謙虚に、前向きに」の姿勢を大切に、町長として一生懸命

に頑張っていくことが重要であると考えております。  

また、近年の社会環境の急激な変化の中で、変化の波に飲み込まれること

なく、それを乗りこなし、また、生かしていくことが必要であると考えてお

ります。それには、前例主義にとらわれず、私自身が社会の変化をしっかり

とつかみ、ビジョンと意志を持ってリーダーシップを発揮していくことが必

要であると考えております。  

さて、基本姿勢として、「川西町での暮らしをよりよくする」「未来世代

に誇りを持って引き継いでいくことができる町をつくっていく」、この２つ

を掲げているわけでございますけれども、この２つは同時に両立し、目指す

ことができる場面もあると考えております。一方で、まさに今をよくするこ
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とを考えるのか、今を我慢して将来のためを考えるのかと選択をせねばなら

ない場面も出てくるというふうに認識をしております。また、行政におきま

しては、法令上の制限や財源、人的資源の限界にぶつかることも承知をして

おるところです。こういった選択の場面におきまして、私も日々しっかりと

向き合いまして、これまで以上に創意工夫や効率化により、川西町のポテン

シャルを高めていきながら、皆様の御意見を伺い、そして、共に考えさせて

いただきながら、今も未来も両立してよくなっていくということを目指して

町政運営を進めていきたいと考えております。引き続きの御指導、御鞭撻を

よろしくお願い申し上げます。  

それでは、続きまして、御質問いただいておりますコロナ対応について御

説明を申し上げます。  

現在、第５波の感染拡大期にあり、デルタ株が猛威を振るっている現状で

ございますけれども、学校、幼稚園、保育所、子ども園で勤務されている教

職員等大人への検査体制を確保し、定期的に検査を受けることが可能となる

手だての確立が重要であり、これらの方策をいかに考えるか、とのことでご

ざいますけれども、第２７回奈良県新型コロナウイルス感染症対策本部会議

資料では、「ワクチン接種を積極的に進めることで感染者の発生を抑制する

ことができる」といった考えでございましたり、「ワクチン接種率の低い都

府県に緊急事態宣言が多く発令されている現状であることから、奈良県では

ワクチン接種を進めることで感染者数の減少を目指す」とされております。  

川西町においては、令和３年９月１日に、希望される１６歳以上の１回目

の接種をおおむね完了し、今後、１２歳から１５歳の方への接種、今まで平

日の集団接種で接種を受けてこられなかった方への集団接種を１回目の接種

として、９月１８日土曜日、９月２５日土曜日、２回目の接種を１０月９日

土曜日、１０月１６日土曜日に行う予定をしておりまして、これにより、川

西町として県の目指すワクチン接種を進めることにより、感染者数の抑制を

達成していくことができると考えておるところです。ただ、効果がどれだけ

あるのかということを評価することは時間がかかるものと認識をしておりま

す。  

一方、厚生労働省や文部科学省から、新型コロナウイルス感染症の感染状

況に鑑み、学校や保育所に対して抗原簡易検査キットが配布されることとな

っております。学校や保育所等の教職員や従事者に症状が現れた場合に、早

期に陽性者を発見することによって感染拡大を防止するという観点から、迅

速に抗原定性検査を実施できるように配布されるものであります。教育委員

会所管の川西幼稚園、川西小学校、式下中学校に対して、同感染症に関する

抗原検査を迅速かつ簡易に実施するための検査キット５０個が９月中に配送

される予定となっております。出勤前に体調が悪いことを自覚した場合は、

出勤せず、医療機関で受診することを徹底していただくこと、また、本事業

で配布される抗原検査簡易キットは、体調確認アプリなどを活用しつつ、出
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勤後に体調悪化を自覚した場合などに使用していただくものとなっておりま

す。また、検査キットを使用する前に、連携医療機関と連携して、医師によ

る診察・診断を行うことができる体制を構築することも必要となります。  

以上につきましては、芝議員が提案されております定期的に検査を受ける

ことが可能となる手だての確立とは少し意味合いが違うと思いますけれども、

さらに、定期的に検査を受けることができるように予算措置を講じる必要が

あるかどうかにつきましては、今後の感染の状況や近隣市町村の動向等も注

視しまして、今後も一つの方策として検討を続けてまいりたいと思いますの

で、御理解を賜りますようお願いを申し上げます。  

以上、御回答とさせていただきます。  

議   長（堀   格）   芝議員。  

12番議員（芝  和也）   まず、基本姿勢ですけれども、町長が示されましたように、

謙虚で前向きな姿勢で臨んでいって、前例主義にとらわれんと、ビジョンを

持って臨んでいくと。それは大いにその方向でやってもらったらいいと私は

思います。そうしたことを進めていく上で備えておくべき視点は、自治体の

長としていかにあるべきかというふうに思いますが、やはりそこは憲法であ

り、憲法にのっとって定められたルールにのっとって進めていくということ

ではないかと思います。  

自治体運営でいきますと、やはり地方自治法ということになると思います

し、その第１条の２では、住民の安全と福祉の増進に努める、これが自治体

の仕事やということに示されているとおり、やはりまずはそこに視点を置い

て、あらゆる方面で尽くしていくものというふうに私は見ているんです。町

長もこの辺は共有できると思いますが、その点、いかがでありましょうか。

御所見をお願いします。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   基本姿勢についてはその姿勢でいきたいというところで、

当初述べさせていただいております、川西町での暮らしをよりよくしていく

ということが、まさに今お話しいただきました生活・福祉の増進を進めると

いうことと方向性は同じ方向を向いているという認識でおりますので、その

観点も大切にしながら進めていく所存でございます。  

議   長（堀   格）   芝議員。  

12番議員（芝  和也）   考え方、見方の要としては、憲法で言えば２５条が要にな

ってくると私は思っているんです。２５条の条文は、「すべて国民は、健康

で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。国は、すべての生活部面に

ついて、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければな

らない」と、こういうふうに規定されていまして、はっきりと住民・国民の

権利をここで宣言しているということになっていますので、これが要かなと

私は思います。  

この２５条をめぐってなんですけども、紹介しておきますと、もう６０年



 - 64 - 

ほどたつんですけれども、この２５条をめぐって一つの裁判がありました。

今日の社会保障の礎となった人間裁判というふうに呼ばれているんですけど

も、朝日訴訟という裁判がありまして、地裁段階で、ここで言う最低限度の

水準というのは、その時々の行政の予算配分によって左右されるものではな

くて、むしろ指導支配されるべきだとされました。その６０年前当時は、こ

の２５条の条文、さっき国民の権利が宣言されていると言ったあの条文が、

努力目標という形で考えられていた、そういうことが大勢やった時代にこの

判決が出まして、行政の予算配分によって左右されるのと違うて、それは予

算を指導支配していかないかんということがこの裁判で示されたことによっ

て、それが今日に至る社会保障や行政の基本的な予算配分の視点として脈々

と生きてきているというのが要にあると思います。  

私が思っているのは、予算によって左右されるというのと違うて、指導支

配せなあかんという言い分は、平たく言えば、まずは予算で町長が言う住民

の皆さんの暮らしの前進のために使っていく、その上でその他のことに充て

ていく、そういう予算配分やと。予算によって暮らしを支えるのが左右され

るのと違うて、そこは指導支配されなあかんと。まずはそこをして、その上

でその他のことに充てていくと。これが貫かれている２５条の精神というふ

うに思っているところであります。  

そこら辺、町長もぜひ研さんいただきまして、今後に生かしていただけれ

ばと存じます。僣越ながら紹介をさせていただきます。  

続いて、２点目、コロナの検査体制についてお伺いをいたします。  

結論から言いますと、検討の余地あり、検討はしていくということであっ

たかと思います。コロナの検査体制についてでありますけれども、感染拡大

を抑えていく上では、やっぱり無症状の感染者を見つけて識別していくとい

うことが基本中の基本になると思います。検査の必要性について、町長はい

かがお考えになりますか。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   コロナ対応においての検査の必要性というところでござい

ますけれども、検査がみんな、日々できるのであれば、それにこしたことは

ないと思うんですけれども、検査した時点は大丈夫であっても、時間がたて

ば大丈夫かどうか分からないというのがコロナの特性でもありますので、そ

れを毎日やるということには限界があるというところが、ぶつかっている壁

なのではないかというふうに私は認識しております。  

検査につきましては、今の状況がございますので、必要に応じて検査の機

会を考えていくことが必要と思っておりますので、今回、国から参ります検

査キットを必要と思われるときに有効に活用していくということをまず考え、

今後どのようなコロナの感染状況の広がりとかが見えてくるのか分かりませ

んけれども、その状況に応じて、そういった対策が必要かどうか、また有効

かどうかを見極めて検討していきたいと考えておる次第です。  
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議   長（堀   格）   芝議員。  

12番議員（芝  和也）   現状のこれからの手だてというのはそういうことやと思う

んです。検査の必要性ということは共有できる部分ではないかなと思うんで

すけども、ただ、さっきも触れましたように、結局、感染が拡大しているの

は、無症状の感染者の方が、ご本人は無症状ですから全然自覚なしですけれ

ども、おられますので、それが感染を拡大していくということになるので、

その無症状者かどうかを検査で確認していくということが一番の検査の決め

手になってくると思います。  

ですから、事業所、施設関係などは、職員さんから利用者さん、入院患者

さん等々にうつしたら大変ですので、そこは事業所ベースで定期的に検査を

して、職員からうつさんように、無症状感染者の方が利用者さんのとこへ行

ってうつしたら大変ですので、それをやめとこうと、こういうことになって

います。だから、手だてとしては、国も全国の学校に配布しましたけれども、

紹介ありましたように、川西町で幼稚園から中学校までで５０ですので、何

かちょっと変やなと思ってもお医者さんに診てもらわれへん方をそれでまず

は検査しようということには対応できますけれども、定期的な検査―毎日は

相当の頻度ですけれども、一定の定期的な、週１か月に２回か分かりません

が、そういう定期的な検査としてもそれは間に合いませんのでね。事業所等

ではそういうことで、検査をしてうつさんようにということですから、それ

を行政レベルで言えば学校、特に子どもにそこの職員・教員からうつせば大

変なことになりますので、それを防げる手だてはこれやと思いますので、そ

こら辺の取組なんです。考えはいかがでありましょうか。検討は検討やとい

うことなんですけど。  

議   長（堀   格）   町長。  

町   長（小澤晃広）   おっしゃることも理解させていただきます。  

一方で、今、ワクチンの接種が進んできているわけでございますけれども、

ワクチンを接種したから大丈夫というような形で気が緩んでしまって、マス

クの着用がおろそかになっていたりとかということもテレビ等では報道され

ております。検査をしたときは大丈夫かもしれませんが、その後はどうか分

からないので、検査をしていようがしていまいが、ワクチンを接種していよ

うがしていまいが、感染をさせないというところの体制、また取組の徹底と

いうことがまずあるべきというふうに考えておりますので、それを徹底して

いった上で、検査ということがより有効であるかどうかを見極めて検討させ

ていただきたいなというふうに考えます。  

以上です。  

議   長 （ 堀   格 ）  芝議員。  

12番議員（芝  和也）   ぜひ検討していただいて、要は検査で無症状者を見つけて

識別することにあると思いますので、行政が管理する、大事な子どもさんを

親御さんから預かっている現場において、そこの職員からうつさない、この
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徹底ということで、ぜひよろしくお願いしておきます。  

議   長（堀   格）   これをもちまして、一般質問を終わります。  

続きまして、日程第２、総括質疑に入ります。  

先日上程されました承認第３号、川西町手数料条例等の一部を改正する条

例の専決処分についてから、議案第４９号、山辺県北西部広域環境衛生組合

規約の変更についてまでの総括質疑でありますが、質疑通告の提出がありま

せん。よって、総括質疑を集結いたします。  

以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。  

本日の会議は、これをもって散会いたします。ありがとうございました。  

（午前１１時１７分  散会）  
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総務建設経済委員会議事日程 

 

令和３年９月１３日（月） ９時００分 開議 

１１時５２分 閉会 

 

日程第１ 承認第３号 川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処分について 

 

日程第２ 認定第１号 令和２年度川西町一般会計・特別会計決算について 

〈一般会計〉 

  歳出  款１  議会費 

      款２  総務費 

      款５  濃商工費 

      款６  土木費 

      款７  消防費 

      款９  公債費 

      款１０ 諸支出金 

      款１１ 予備費 

  歳入  上記関係歳入 

〈住宅新築資金等貸付事業特別会計〉 

 

日程第３ 令和２年度川西町水道事業会計決算について 

 

日程第４ 令和２年度川西町下水道事業会計決算について 

 

日程第５ 議案第４４号 令和３年度川西町一般会計補正予算について 

  歳出  款１ 議会費 

      款５ 農商工業費  項１ 農業費 

                項２ 商工費 

  歳入  上記関係歳入 

 

日程第６ 議案第４７号 令和３年度川西町下水道事業会計補正予算について 
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出席委員 

 委員長 弓仲 利博 

 副委員長 芝  和也 

 委員  中嶋 正澄    石田 三郎    伊藤 彰夫    福山 臣尾 

 

 議長 堀   格 

 

 

説明のため出席した者 

 町長 小澤 晃広         副町長 森田 政美 

 

 総務特別参事 江畑 幸男     理事(事業担当) 山口 尚亮 

 総務課長 石田 知孝       総合政策課長 喜多 勲 

 税務・債権管理課長 西川 直明  事業課結崎駅周辺整備事業室長 松下 正嗣 

 デジタル推進室長 梅津 光章 

 

 会計管理者 岡田 充浩 

 

 

職務のために出席した者 

 議会事務局長 中川 辰也 

 議会事務局主事 西村 俊哉 

 

 

欠席委員及び職員 
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厚生文教委員会議事日程 
 

令和３年９月１４日（火） ９時００分 開議 

１０時５０分 閉会 

 

日程第１ 承認第３号 川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処分について 

 

日程第２ 認定第１号 令和２年度川西町一般会計・特別会計決算について 

〈一般会計〉 

  歳出  款２ 総務費  項１ 総務管理費  目１２ 特別定額給付金 

                        目１３ 新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金事業 

項３ 戸籍住民基本台帳費 

款３ 民生費  項１ 社会福祉費 

項２ 児童福祉費 

項３ 人権施策費 

款４ 衛生費  項１ 保健衛生費 

項２ 清掃費 

款８ 教育費  項１ 教育総務費 

項２ 小学校費 

項３ 委託費 

項４ 中学校費 

項５ 幼稚園費 

項６ 社会教育費 

項７ 保健体育費 

  歳入  上記関係歳入 

〈国民健康保険特別会計〉 

〈後期高齢者医療特別会計〉 

〈介護保険事業勘定特別会計〉 

 

日程３ 議案第４４号 令和３年度川西町一般会計補正予算について 

  歳出  款２ 総務費  項３ 戸籍住民基本台帳費 

      款３ 民生費  項１ 社会福祉費 

              項２ 児童福祉費 

      款４ 衛生費  項１ 保健衛生費 

      款８ 教育費  項５ 幼稚園費 

              項６ 社会教育費 

  歳入  上記関係歳入 

 

日程第４ 議案第４５号 令和３年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算につ
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いて 

 

日程第５ 議案第４６号 令和３年度川西町介護保険介護サービス事業勘定特別会計 

補正予算について 

 

日程第６ 議案第４８号 川西町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正について 

 

日程第７ 議案第４９号 山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について 
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出席委員 

 委員長 松村 定則 

 副委員長 福西広理 

 委員  寺澤 秀和    安井 知子    堀    格    阪本  学 

 

 副議長 福山 臣尾 

 

 

説明のため出席した者 

 町長 小澤 晃広         副町長 森田 政美 

 教育長 橋本 宗和 

 

 総務特別参事 江畑 幸男     理事(新型コロナウイルス担当) 奥  隆至 

 理事(教育担当) 吉岡 秀樹    住民保険課長 大西 成弘 

 健康福祉課長 中森 委香     長寿介護課長 栗林 美子 

 

 会計管理者 岡田 充浩 

 

 総務課長 石田 知孝 

 

職務のために出席した者 

 議会事務局長 中川 辰也 

 議会事務局主事 西村 俊哉 

 

 

欠席委員及び職員 
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令和３年川西町議会第３回定例会会議録 (再 開) 

 

 招集年月日  令和３年９月２４日  
 

 招集の場所  川西町役場議場  
 

 開    会   令和３年９月２４日  午前１０時００分  宣告  
 

 出 席 議 員 

１番  阪本   学   ２番  弓仲  利博   ３番  福山  臣尾  

４番  堀    格   ５番  松村  定則   ６番  安井  知子  

７番  福西  広理   ８番  伊藤  彰夫   ９番  石田  三郎  

10番  寺澤  秀和   11番  中嶋  正澄   12番  芝   和也  

 

 欠 席 議 員    

 

 

 

地方自治法第121 

条の規定により 

説明のため出席 

した者の職氏名 

 町長  小澤  晃広      副町長  森田  政美  

 教育長  橋本  宗和     総務特別参事  江畑  幸男  

 理事  奥   隆至      理事  吉岡  秀樹  

 理事  山口  尚亮      総務課長  石田  知孝  

 総合政策課長 喜多  勲      税務・債権管理課長 西川 直明 

 住民保険課長 大西 成弘     健康福祉課長 中森 委香 

 長寿介護課長 栗林 美子      事業課結崎駅周辺整備事業室長 松下 正嗣 

 デジタル推進室長 梅津 光章 

 

   会計管理者  岡田  充浩  
 

   監査委員  出席なし  
 

 

本会議に職務の 

ため出席した者 

の職氏名 

 議会事務局長 中川 辰也 

 モニター係 西村 俊哉 

 

 
本日の会議に 

付した事件 
別紙議事日程と同じ 

 

 
会議録署名  

議員の氏名  

議長は会議録署名議員に次の２人を指名した 
 

 ９番  石田  三郎   議員  １０番 寺澤 秀和  議員 
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川西町議会第３回定例会（議事日程）    

  
令和 3 年 9 月 24 日（金）午前 10 時 00 分再開  

日程  議案番号  件            名  

 

第 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追第 1 

 

追第 2 

 

追第 3 

 

 

追第 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(追加日程 ) 

 

議案第 50 号 

 

同意第 4 号  

 

発議第 3 号  

 

 

発議第 4 号  

  

委員長報告  

総務建設経済委員会委員長  

承認第 3 号、認定第 1 号～認定第 3 号、  

議案第 44 号、議案第 47 号  

厚生文教委員会委員長  

承認第 3 号、認定第 1 号、  

議案第 44 号～議案第 46 号、  

議案第 48 号、議案第 49 号  

 

討論・採決  

承認第 3 号、認定第 1 号～認定第 3 号、  

議案第 44 号～議案第 49 号  

 

 

 

 

令和 3 年度川西町一般会計補正予算について  

 

副町長の選任について  

 

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し、地方税財源の

充実を求める意見書  

 

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を辺野古新基地

建設の埋め立て等に使用しない事を求める意見書  
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（午前１０時００分   再開）  

議   長（堀   格）   皆さん、おはようございます。  

これより令和３年川西町議会第３回定例会を再開いたします。  

本日におきましても、新型コロナウイルス感染予防対策のため、出席者全

員にマスクの着用を求めますので、御了承ください。  

ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。よって議会は

成立いたしましたので、これより本日の会議を開きます。  

日程第１、委員長報告を議題といたします。  

去る９日の定例会において上程され、各委員会に付託いたしました承認第

３号、認定第１号から認定第３号及び議案第４４号から議案第４９号までの

承認案１件、認定案３件、議案６件に対する審査の経過並びに結果について、

委員長の報告を順次求めます。  

総務建設経済委員長  弓仲利博議員。  

総務建設経済委員長（弓仲利博）    総務建設経済委員会を代表いたしまして委員長

報告をいたします。  

去る令和３年９月９日の本会議におきまして総務建設経済委員会に付託を

受けました議案審査の経過と結果の概要について御報告申し上げます。  

当委員会は、９月１３日に委員会を開催し、付託されました承認案１件、

認定案３件、議案２件につきまして、理事者の出席を求め、慎重に審査を行

いました。  

まず、承認第３号、川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処分に

ついてのうち、当委員会所管分については、質疑もなく、厳正な審査の後、

採決の結果、全員一致で原案のとおり承認すべきものと決しました。  

次に、認定第１号、令和２年度川西町一般会計・特別会計決算についての

うち当委員会所管分についてであります。  

一般会計歳入ですが、質疑はありませんでした。  

次に、歳出については、各款ごとに審査しましたので、款ごとの御報告と

いたします。  

まず、議会費ですが、質疑はありませんでした。  

次に、総務費では、地球温暖化防止対策や文化会館の防災対策、設備整備

工事の今後の進め方、ふるさと納税制度の町としての取り組み方、地域公共

交通の構想と今後の方向性、コロナ対策について、コロナ対策における減収

対策となる財源の補塡策、そして、滞納の回収における現在の進捗状況と滞

納者に対する納付の方法や指導について委員より質疑があり、いずれも詳細

に答弁を受けました。  

次に、農商工費では、地域ブランドである結崎ネブカのブランド化として

の位置づけと、出荷量の状況や出荷量減少の要因と生産量を増加させるため

の支援方策、そして、大和平野土地改良区賦課金の今後の対応などについて

各委員より質疑があり、いずれも詳細に答弁を受けました。  
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次に、土木費では、京奈和自動車道側道と県道天理王寺線の交差点への歩

道橋設置に対する現在の状況や町内の道路舗装工事の実施計画、住宅の耐震

診断・改修助成とリフォーム助成及びブロック塀助成制度への自治体として

の取組、町営住宅の管理戸数及び活用の方向性と維持管理、また、町営住宅

入居概要、入居要件における同性パートナーやＬＧＢＴ制度化を含めた考え

方、そして、住宅使用料滞納の回収状況などについて各委員より質疑があり、

いずれも詳細に答弁を受けました。  

次に、消防費では、浸水災害に対する防災への備えと今後の取組や大災害

時における住民の復興・復旧支援に係る制度等の整備などについて委員より

質疑があり、いずれも詳細に答弁を受けました。  

次に、公債費では、財務状況の今後の見通しや人件費の考え方などについ

てのほか、委員より質疑があり、いずれも詳細に答弁を受けました。  

次に、諸支出金及び予備費ですが、質疑はありませんでした。  

次に、住宅新築資金等貸付事業特別会計では、債権の返済状況について、

償還が滞っている債権の動向や住民に対する制度の説明などについて委員よ

り質疑があり、いずれも詳細に答弁を受けました。  

なお、本案件について、各委員からの主な要望・意見については次のとお

りです。  

一、コロナ対策について、必要に応じ行政が支えるという心構えを持って  

対応されたいこと。  

一、結崎ネブカのブランドを守っていくという取組を引き続き行うこと。  

一、ウンカ被害等の支援について、大和平野賦課金を補助するというよう  

な一様なものではなく、農業従事者に対し本当に必要とされる支援  

を検討し、対応すること。  

一、京奈和自動車道側道と県道天理王寺線交差点の安全確保の観点から、  

歩道橋設置について関係機関に対し強く訴えること。  

一、マンホール蓋改築工事実施箇所以外の傷んでいる生活道路もあるので、  

引き続き道路舗装・補修を行うこと。  

一、両子どもセンターの耐震に対する対応を教育委員会と協議し、適切に  

行うこと。  

一、公営住宅の適正な管理戸数については、住宅審議会で議論した経緯を  

踏まえ、今後の方向性を検討すること。  

以上、各分野にわたり細かくお聞きし、いずれも詳細に答弁いただきまし

たが、反対意見がありましたので、採決の結果、賛成多数で、承認第１号は、

原案どおり認定すべきものと決しました。  

次に、認定第２号、令和２年度川西町水道事業会計決算についてでありま

す。  

まず、有収率の増加理由や、令和７年度に予定する県域水道一体化までの

重要管布設替工事の進捗状況、県域水道一体化におけるメリット、デメリッ
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トを含めた住民への周知方法、県域一体化への参入判断、そして、水道料金

の基本料金に対する一般財源の導入の是非などについて委員より質疑があり、

いずれも詳細に答弁いただきましたが、反対意見がありましたので、採決の

結果、賛成多数で、認定第２号は、原案どおり認定すべきものと決しました。  

次に、認定第３号、令和２年度川西町下水道事業会計決算についてであり

ます。  

マンホール蓋改修工事の計画期間や改修工事で材料支給した場合の事業費

への抑制効果などについて委員より質疑があり、いずれも詳細に答弁を受け

ました。  

以上、各分野にわたり厳正な審査の後、採決の結果、全員一致で、認定第

３号は、原案どおり認定すべきものと決しました。  

次に、議案第４４号、令和３年度川西町一般会計補正予算についてのうち、

当委員会所管分についてであります。  

まず、歳入ですが、質疑はありませんでした。  

次に、歳出については、各款ごとに審査しましたので、款ごとの御報告と

いたします。  

議会費では、議場マイク更新整備へのコロナ交付金の充当について委員よ

り質疑があり、詳細に答弁を受けました。  

次に、農商工費では、農業意向調査の実施理由や、農業施設改修工事で土

地改良適正化事業を活用しなかった理由などについてのほか、委員より質疑

があり、いずれも詳細に答弁を受けました。  

以上、各分野にわたり厳正な審査の後、採決の結果、全員一致で、議案第

４４号は、原案のとおり可決すべきものと決しました。  

次に、議案第４７号、令和３年度川西町下水道事業会計補正予算について

は、質疑もなく、厳正な審査の後、採決の結果、全員一致で、原案のとおり

可決すべきものと決しました。  

以上が、付託を受けました議案審査の経過と結果であります。  

次に、当委員会所管に係る審査案件につきましては、地方自治法第１０９

条の規定に基づき、議会閉会中においても調査及び審査できるように議決さ

れんことを望みまして、総務建設経済委員長報告とさせていただきます。  

何とぞ議員各位の御賛同を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

議   長（堀   格）   どうも御苦労さまでした。  

続きまして、厚生文教委員長  松村定則議員。  

厚生文教委員長（松村定則）   議長の指名をいただきましたので、厚生文教委員会

を代表いたしまして委員長報告をいたします。  

去る令和３年９月９日の本会議におきまして厚生文教委員会に付託を受け

ました議案の審査の経過と結果の概要につきまして御報告申し上げます。  

当委員会は、９月１４日に委員会を開催し、付託されました承認案１件、

認定案１件、議案５件につきまして、理事者の出席を求め、慎重に審査を行
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いました。  

まず、承認第３号、川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処分に

ついてのうち、当委員会所管分については、質疑もなく、厳正な審査の後、

採決の結果、全員一致で、原案のとおり承認すべきものと決しました。  

次に、認定第１号、令和２年度川西町一般会計・特別会計決算についての

うち、当委所管分についてであります。  

まず、一般会計歳入ですが、質疑はありませんでした。  

次に、歳出ですが、各款ごとに審査しましたので、款ごとの御報告といた

します。  

総務費では、マイナンバーカードの交付状況やマイナンバーカードを利用

した行政手続の活用状況と今後の利活用などについて各委員より質疑があり、

いずれも詳細に答弁を受けました。  

次に、民生費では、障害福祉計画策定で見えてきた課題と今後の取組や、

シルバー人材センターの運営費負担金の算定根拠と同負担金の使途及び川西

町在住の登録会員数、シルバー人材センターが請け負った剪定作業に関する

金銭の授受方法、保育園利用状況と待機児童の状況、保育園入所認定におけ

る在園児の優先入所、学童保育所の指導員不足解消に向けた今後の方針、学

童保育所の増設計画の進捗状況、今後児童数が減少に転じた際の学童保育所

増設に係るリスク、そして、学童保育の目的と内容などについて各委員より

質疑があり、いずれも詳細に答弁を受けました。  

次に、衛生費では、新型コロナワクチン接種関連システム改修でのほかの

予防接種との併用とコロナワクチン個別接種の対応などについて委員より質

疑があり、いずれも詳細に答弁を受けました。  

次に、教育費では、就学援助のうちコロナの影響による準要保護世帯の状

況やＧＩＧＡスクール構想の１人１台端末の実際の活用事例、プログラミン

グ教育とオンライン授業の取組、地区別懇談会の実績、管理職の人権教育や

地区別懇談会への関わり方、そして、島の山古墳の用地購入に係る財源など

について各委員より質疑があり、いずれも詳細に答弁を受けました。  

次に、国民健康保険特別会計では、国保の滞納繰越分の収納状況と収納率

アップの手法などについて委員より質疑があり、詳細に答弁を受けました。  

次に、後期高齢者医療特別会計ですが、質疑はありませんでした。  

次に、介護保険事業勘定特別会計では、７５歳以上の介護認定を受けてい

ない人へのキャッシュバックについて委員より質疑があり、いずれも詳細に

答弁を受けました。  

なお、本案件につきまして、各委員からの主な要望、意見については、次

のとおりであります。  

一、障害者の支援をしていく上で、自ら困っていることを訴えることがで  

きない人に対するアプローチができる体制を整えること。  

一、学童保育所増設事業の進捗状況について、今後も随時説明すること。  
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一、ホームページ上において国保保険料の算定ができる方法について検討  

すること。  

以上、各分野にわたり厳正な審査の後、採決の結果、全員一致で、認定第

１号は、原案どおり認定すべきものと決しました。  

次に、議案第４４号、令和３年度川西町一般会計補正予算についてのうち、

当委員会所管部分についてであります。  

まず、歳入では質疑がありませんでした。  

次に、歳出については、各款ごとに審査しましたので、款ごとの報告とい

たします。  

総務費及び民生費では、質疑はありませんでした。  

次に、衛生費では、項１保健衛生費  目２予備費  節８報償費の看護師謝金

の補正内容の説明と内訳などについて委員より質疑があり、詳細に答弁を受

けました。  

次に、教育費では、項５幼稚園費  目１幼稚園費  節１２役務費の通信運搬

料の補正内容の説明と内訳などについて委員より質疑があり、詳細に答弁を

受けました。  

以上、各分野にわたり厳正な審査の後、採決の結果、全員一致で、議案第

４４号は、原案のとおり可決すべきものと決しました。  

次に、議案第４５号、令和３年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予

算について、議案第４６号、令和３年度川西町介護保険介護サービス事業勘

定特別会計補正予算について、議案第４８号、川西町家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、議案第４９号、

山辺県北西部広域環境衛生組合規約の変更については、質疑もなく、厳正な

審査の後、採決の結果、全員一致で原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。  

以上が、付託を受けました議案の審査の経過と結果であります。  

次に、当委員会所管に係る審査案件につきましては、地方自治法第１０９

条の規定に基づき、議会閉会中においても審査及び調査できるように議決さ

れんことを望みまして、厚生文教委員長報告とさせていただきます。  

何とぞ議員各位の御賛同を賜りますよう、お願い申し上げます。  

議   長（堀   格）   以上で各委員長の報告が終わりましたので、これより委員

長報告に対する質疑に入ります。  

質疑ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   質疑がないようですので、質疑を終わり、これより討論に

入ります。  

討論ございませんか。  

１２番  芝  和也議員。  

12番議員（芝  和也君）   １２番  芝  和也です。それでは、ただいま総務建設経済
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並びに厚生文教の両常任委員長から報告がありました、今般上程の承認第３

号、川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処分についてより、議案

第４９号、山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更についてまでの承認

案１本、認定案３本、議案６本に対する討論を行います。  

態度表明でありますが、認定第１号の令和２年度の一般会計・特別会計決

算について及び認定第２号の令和２年度川西町水道事業会計決算については

反対、その他の承認案並びに各議案については、いずれも賛成するものであ

ります。  

まず、認定第１号の令和２年度の一般会計並びに各特別会計の決算につい

てであります。  

一般会計に関してでありますが、今なお続くコロナの問題と、決算年度の

半年前に引き上がった消費税率の影響から、消費購買力が依然伸び悩んでい

る状況にあって、コロナ起因による休業や休職の問題等々が絡んできて、住

民生活においては厳しい側面があらわになった年であることは、皆さん御承

知のとおりであります。コロナ交付金等を活用しながら、各種の支援策を講

じながら対応したところでありますが、減収に対する補塡策では町独自の取

組がほとんど手つかずに終わり、手だてについて議論は重ねましたが、前町

長の意向としては、この分野は国と県に任す姿勢に終始されたことが記憶に

残っているところであります。  

やはり地方自治体は住民に一番身近な行政主体でありますので、事情をつ

ぶさに把握できるメリットをしっかり生かして、かゆいところに手が届く対

応が求められるところでありますし、これを教訓に今後に生かされんことを

まずは求める次第であります。  

決算年度の施策の中身については、前町政の下での取組でありますので、

直接小澤町長に問うものではありませんが、今般若干議論いたしましたよう

に、首長としての視点の置き方として、住民目線に立つことはもとより、予

算配分にあっては、施策の中身が予算の有無で左右されることのないように、

しっかりと指導支配することがその立ち位置になると心得ます。言い換えま

すと、まずは住民の暮らしに充てて、その上で他の取組に生かしていくとい

うことでありますので、この観点から新年度の予算編成に当たられんことを

改めて申し上げる次第であります。  

本町がこれまで積み上げてまいりました各種住民施策の取組は、住民の皆

さんの声を酌み上げてきた、その積み重ねでありますので、これらを生かし

ながら、先進自治体の取組に学ぶところは大いに学び、町長が柱に据えるシ

ニアの生活支援、子育て、教育の支援、人が集まるまちづくり、行政改革の

各分野において大いに生かされんことを求める次第であります。  

決算年度の取組におきましては、子ども医療費の対象年齢の引上げ、その

範疇に母胎を加える問題、給食の無償化、中学入学時の制服支給、加齢に伴

う聴覚障害支援策、高齢者への配食サービス、納税の意識醸成策、地域交通
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の充実、災害被害防止策や避難対応、起業者支援や住宅リフォーム助成制度

等の地域経済活性化策等々、議論が平行線で経過し、課題が積み残されてい

る問題が多々ありますので、今後、町政運営において取り入れるべく鋭意計

画されんことを求め、決算認定につきましては、これらの課題の解消と進捗

を見て判断することとし、前町長時代の積み残しとして不承認といたします。  

次に、国保と後期高齢者医療保険についてでありますが、社会保障として

の我が国の医療保険制度の要になる保険会計でありますが、国保も後期のよ

うに県で一本化にくくるべく、その準備が進められている渦中にありまして、

一本化の折には、本町の場合、２割増が見込まれているのか現状です。今後、

課税権限者である町長がその負担増分を賦課することになるわけですが、算

定した保険料を賦課することは可能ですが、負担能力を既に超える皆さんに

は、幾ら賦課したとしても、支払能力を超えている以上、どうすることもで

きない問題が新たに発生することは避けられません。この問題は、法定軽減

対象者は本町の場合おおむね７割程度に達している状況ですし、その割合は

増加傾向にありますので、対策はあってしかるべきですし、住民税において

非課税の方が保険税では課税される仕組みになっていることが、そもそも制

度上の大きな矛盾にほかなりません。加えて、何の収入もない子どもにも均

等割を賦課する仕組みになっていますので、ここがサラリーマンの皆さんら

が加入する社会保険と大きく異なる点であります。幸いこの点では、未就学

児は解消される方向が国において示されましたので、一定の前進ではありま

すが、根本的な解決には至っておりません。  

また、国保の傷病手当ですが、被用者にのみ適用のため、個人事業主など

が制度の外という問題が生じておりまして、これも解決が迫られている問題

であります。既にこの状況を補完すべく歩み出している自治体も全国にはあ

りますので、国に対して制度の改善を求めることはもとより、その間の手だ

てを講じるなど、これらの対応策も平行線のままでありましたので、今後に

期待するところでありますが、こうした課題について課税権限者である町長

としてしっかりと受け止められまして、改善策を見出すべく取り組まれんこ

とを強く要請する次第であります。  

決算認定につきましては、課題に対する取組姿勢を見て判断することとし、

前町長時代の積み残しとして、こちらも不承認といたします。  

次に、介護保険については承認いたしますが、当該年度は、第７期事業計

画の３年目、最終年に当たりまして、次年度の事業計画を策定し、新たな保

険料の算定等を取り決めた年でありました。当保険も医療保険同様に、住民

税非課税者であっても保険料が賦課され、年金から引き落とされる仕組みに

なっています。天引きですので滞納問題は生じませんが、先に引かれる以上、

生活費が底をつくという問題が起こることになるのがこの仕組みであります。

介護保険は自治体の手出しの余地が厳しく戒められていますので、保険料の

抑制措置については国への要請を強く求めることを申し述べておきます。  
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また、取組としましては、保険料算定の所得階層の累進性をより強めるべ

く、所得階層の多段階化に取り組む自治体が少なくありません。自治体の工

夫の現れですので、こうした事例は取り入れてしかるべきと存じますので、

次の見直しの際は、保険料抑制に向け、取り入れられんことを強く要請して

おきます。  

認定第１号の最後、住新特会であります。  

本会計は、過去の貸付事業の事務に起因する問題で、今日その回収が滞り、

事実上の焦げつきが生じてきているという問題でありまして、その後始末は

住民全体で拭うことになるのが事の顚末になりますので、その内実を明確に

して経緯を説明し、住民の合意と納得を得ることが不可欠の問題と心得ます。

これを放置して、説明がないままでも会計処理を粛々と進めることは、現に

今日までのところはその状態で続けていますので可能ですが、税金の使途と

しては全くふさわしくありません。  

こうした問題は、しでかした当事者はなかなかやりにくいのですが、幸い、

自治体責任者の首長さんは選挙により入れ替わりが起こりますので、そのと

きがタイミングと心得ます。私がこの問題を議論する首長さんとしては、小

澤町長で４人目になりますが、最初の２人は当事者でありました。前町長と

小澤町長は、事務執行時の当事者ではありません。ですから、前町長にも再

三申し上げましたが、残念ながら説明には至りませんでした。これは、タイ

ミングを逃すと、また機会を失いかねませんので、新たに就任されまして、

全ての実情に目を通されているこの機に、ぜひつまびらかに住民説明を実施

し、事後処理に臨まれんことを申し述べる次第であります。  

決算認定につきましては、これらの課題の解決と進捗を見て判断すること

とし、今般は、前町長時代の積み残しとして、こちらも不承認といたします。  

認定第１号については、以上のとおり不承認であります。  

次に、認定第２号、令和２年度川西町水道事業会計決算についてでありま

す。  

有収率も向上し、人件費など、人事の配置により経常収支への影響を抑え

るべく努力を講じ、収支についても順調な運営を継続させながら安定供給に

努めておられることに対しては、敬意を表する次第であります。  

本町の水道事業は、来春から磯城郡での広域化が始まりますが、さらに３

年先には県統合を控えている状況です。現時点では、この県一本化のメリッ

トとデメリットが示されておりません。磯城郡広域化は、補助金の関係で、

水道管の更新において資金的に有効に働いていることがずっと説明されてき

ていますが、奈良県水道になるとこれは働きませんし、水道料金も、本町は

統合予定の自治体間比較では下から３分の１ぐらいのところに位置しますの

で、ならしますと必然的に上がらざるを得ない状況が容易に想像できますが、

ここがどうなるかは、いまだ明らかにされておりません。  

本町の水道は既に県水１００％ですので、配管をして、仕入れた水を小売
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りしているにすぎませんが、県一本化になってもこの状況は全く同じであり

ながら、もし料金が引き上がるとなれば、「何で」という疑問が湧いて当然

の話になりますので、コスパのみにとらわれてはなりませんが、メリット、

デメリットを含めた住民説明を十分に果たすことが求められます。時間は３

年です。あってないようなものですので、決して経過の事後報告とならない

よう、説明を尽くされんことを強く要請しておきます。  

また、本会計では、基本料金の有無について積年議論を重ねているところ

でありまして、住民サービスの観点からして、水道事業も一般行政サービス

も全ての住民が等しく利用できる点において何ら変わりがないサービスとし

て今日運営されていますので、あえて特別に別途基本料金を取る必要がない

のではないかという議論であります。これは、ここに税金を入れるとなると、

企業会計独立の原則に引っかかってくるとのことから、議論は平行線の域を

出ないんですが、水道法の趣旨は住民の福祉の増進に努めることであります

から、それに反するならば、この原則の逸脱などあり得ませんが、そんな話

ではありませんし、あくまで住民サービスの一環で取り組んでいる自治体の

事業でありますから、そこは自治体の持つ含み、幅というものがあっても何

の不思議もありませんし、矛盾も生じません。むしろ、今進められている水

道広域化のほうが、こうした趣旨からしたら遠のいていっていますので、こ

ちらのほうが矛盾ということになると存じます。  

さきにも述べましたように、収支の安定に努めていることからも、今後の

料金変動時には、価格の安定に向けて、料金の据置きや基本料金の置き換え

には、本サービスを一般行政施策として捉え、その分繰り入れるなど、工夫

の余地が残されているのが本会計と判断している次第であります。  

こうした観点で大いにもんでいただきまして、住民の皆さんにとってプラ

スに働く方向性をお示しくださらんことを申し上げておきます。  

決算認定につきましては、小澤町長のこうした観点からの判断が示されて

からとして、当該年度は前町長の積み残しですので、こちらも不承認といた

します。  

以下、認定第３号から議案第４９号までの７議案につきましては、いずれ

も賛成するものでありますが、このうち、議案第４４号の令和３年度の一般

会計補正予算において、議場のマイク設備更新の財源の一部にコロナ交付金

を充てている件について、議会設備は一般財源で対応して、コロナ交付金は

住民に向けて用途を見出すよう質疑をしましたが、答弁はなかなか煮え切り

ませんでした。町長も承知のとおり、コロナは長丁場になっていますので、

対応する手だてもおのずと必要になることからも、コロナに起因した減収分

を補うすべなど、住民向けの手だてとしての活用法等追求するよう、改めて

申し述べておきます。  

以上、承認第３号、川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処分に

ついてより、議案第４９号、山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更に
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ついてまでの承認１本、認定３本、議案６本、全１０議案に対する討論を終

わります。  

議   長（堀   格）   ほかに討論ありませんか。  

８番  伊藤彰夫議員。  

８番議員（伊藤彰夫）   それでは、承認１件、認定３件、議案６件、併せて１０件、

全て賛成の立場で討論いたします。  

承認第３号は、法律の改正により、川西町手数料条例等の一部改正を専決

処分したものであり、早急に対応すべき案件と認められますので、承認いた

します。  

認定第１号、令和２年度川西町一般会計・特別会計決算について。  

一般会計では、歳入が７２億３ ,６６５万円、歳出６９億２ ,６９４万円、

歳入歳出差引額は３億９７１万円と、黒字となっており、実質公債費比率８ .

０と、財政指標の面からも良好となっています。特徴としましては、令和元

年度の歳入決算額より約１９億円多くなっています。主な事業は、新型コロ

ナ対策事業に１２億円、土地開発公社貸付金に７億円、結崎駅周辺整備事業

に３億７ ,０００万円、ＧＩＧＡスクール構想に６ ,０００万円、そして、経

常的に必要な経費として、子ども・子育て事業、高齢者・障害者福祉事業、

教育委員会関係費、道路交通安全事業費など、全て町民生活に必要な事業に

支出されており、健全財政と判断し、一般会計の決算については認定すべき

ものと考えます。  

特別会計では、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保

険事業勘定特別会計、合わせて約２０億円の決算となっています。それぞれ

法律・制度に基づき予算執行されており、認定といたします。  

住宅新築資金等貸付事業特別会計については、実質収支はマイナスとなっ

ていますが、これは、翌年度歳入繰上充用として処理されていますので、会

計処理上、何ら問題はありません。現段階で取り得る会計的手段としては、

繰上充用が最も適切であると判断できますので、住宅新築資金等貸付事業特

別会計決算は認定といたします。  

認定第２号、川西町水道事業会計決算について。  

水道事業は、地方公営企業法により、事業運営に要する費用を独立採算制

の原則に基づき、水道料金については税金によらず、応益負担の原則を守り、

事業収入をもって充てるとされています。令和２年度の決算については、収

益的収入及び支出の会計については、２ ,４４３万円の黒字で、適切な収支と

なっています。資本的収入及び支出の会計については、水道事業を維持する

上で欠かすことのできない支出であり、収入の不足分５ ,６５９万円は、過年

度分損益勘定留保資金などから補充されており、適切に会計処理されている

と認められるので、認定すべきものであります。  

認定第３号、川西町下水道事業会計決算につきましても、地方公営企業法

により、下水道事業も独立採算制の原則に基づき、応益負担の原則を守り、
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事業収支をもって費用に充てるとされています。令和２年度の収益的収入及

び支出の会計については、１９３万円の黒字となっています。資本的収入及

び支出の会計については、不足する額はなく、いずれも適切な収支となって

います。一般会計からの負担金につきましても、住民の料金負担のバランス

から考えて適切なものと判断できますので、認定いたします。  

議案第４４号、令和３年度川西町一般会計補正予算については、６ ,４７１

万円を追加し、合計４８億３ ,９２０万円となっています。追加するものとし

ては、新型コロナ対策関連では、議場中継設備の整備、ワクチン接種委託料

の追加、幼稚園の感染予防対策など、また、ぬくもりの郷の非常放送設備更

新、農地に関する意向調査などがあり、いずれも今年度内に実施すべき事項

であることから、賛成するものであります。  

議案第４５号と議案第４６号の特別会計補正予算、議案第４７号の下水道

事業特別会計補正予算についても、必要な追加補正であると認められますの

で、賛成といたします。  

議案第４８号の条例の一部改正、議案第４９号の規約変更についても、何

ら疑義はなく、賛成するものであります。  

以上１０件、全て賛成とし、討論を終わります。  

議   長（堀   格）   ほかに討論ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   ほかに討論がないようですので、これをもって討論を終わ

ります。  

これより採決に入ります。  

承認第３号、川西町手数料条例等の一部改正する条例の専決処分について

を採決します。  

この採決は、挙手により行います。  

本案に対する総務建設経済委員長、厚生文教委員長の報告は、いずれも承

認するものです。  

承認第３号について、委員長の報告のとおり承認することに賛成の議員は、

挙手願います。  

           （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成全員であります。よって、承認第３号は、委員長の報

告のとおり承認することに決定いたしました。  

次に、認定第１号、令和２年度川西町一般会計・特別会計決算についてを

採決します。  

この採決は、挙手により行います。  

本案に対する総務建設経済委員長、厚生文教委員長の報告は、いずれも認

定するものです。  

認定第１号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は、

挙手願います。  
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           （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成多数であります。よって、認定第１号は、委員長の報

告のとおり認定することに決定いたしました。  

次に、認定第２号、令和２年度川西町水道事業会計決算についてを採決し

ます。  

この採決は、挙手により行います。  

本案に対する総務建設経済委員長の報告は、認定するものです。  

認定第２号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は、

挙手願います。  

       （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成多数であります。よって、認定第２号は、委員長の報

告のとおり認定することに決定いたしました。  

次に、認定第３号、令和２年度川西町下水道事業会計決算についてを採決

します。  

この採決は、挙手により行います。  

本案に対する総務建設経済委員長の報告は、認定するものです。  

認定第３号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は、

挙手願います。  

       （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成全員であります。よって、認定第３号は、委員長の報

告のとおり認定することに決定いたしました。  

次に、議案第４４号、令和３年度川西町一般会計補正予算についてから、

議案第４７号、令和３年度川西町下水道事業会計補正予算についてまでの４

議案を一括して採決します。  

この採決は、挙手により行います。  

各案に対する総務建設経済委員長、厚生文教委員長の報告は、いずれも可

決するものです。  

議案第４４号から議案第４７号までについて、委員長の報告のとおり可決

することに賛成の議員は、挙手願います。  

       （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成全員であります。よって、議案第４４号から議案第４

７号は、委員長報告のとおり可決されました。  

次に、議案第４８号、川西町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正についてを採決します。  

この採決は、挙手により行います。  

本案に対する厚生文教委員長の報告は、可決するものです。  

議案第４８号について、委員長の報告のとおり可決することに賛成の議員

は、挙手願います。  

           （挙手する者あり）  
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議   長（堀   格）   賛成全員であります。よって、議案第４８号は、委員長報

告のとおり可決されました。  

次に、議案第４９号、山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更につい

てを採決します。  

この採決は、挙手により行います。  

本案に対する厚生文教委員長の報告は、可決するものです。  

議案第４９号について、委員長の報告のとおり可決することに賛成の議員

は、挙手願います。  

           （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成全員であります。よって、議案第４９号は、委員長報

告のとおり可決されました。  

次に、町長より、議案第５０号、令和３年度川西町一般会計補正予算につ

いて及び同意第４号、副町長の選任について並びに会議規則第１４条の規定

により、１２番  芝和也議員ほか３名から、発議第３号、コロナ禍による厳し

い財政状況に対処し、地方税財源の充実を求める意見書及び１２番  芝和也議

員ほか２名から、発議第４号、沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を辺

野古新基地建設の埋め立て等に使用しないことを求める意見書が提出されて

おります。その写しをお手元に配付しております。  

お諮りいたします。  

会議規則第２２条の規定により、議案第５０号、令和３年度川西町一般会

計補正予算について、同意第４号、副町長の選任について、発議第３号、コ

ロナ禍による厳しい財政状況に対処し、地方税財源の充実を求める意見書及

び発議第４号、沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を辺野古新基地建設

の埋め立て等に使用しないことを求める意見書を日程に追加し、追加日程第

１から追加日程第４としたいと思います。御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、追加日程第１、議案第５０

号、令和３年度川西町一般会計補正予算について、追加日程第２、同意第４

号、副町長の選任について、追加日程第３、発議第３号、コロナ禍による厳

しい財政状況に対処し、地方税財源の充実を求める意見書及び追加日程第４、

発議第４号、沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を辺野古新基地建設の

埋め立て等に使用しないことを求める意見書を日程に追加し、議題とするこ

とに決定いたしました。  

追加日程第１、議案第５０号、令和３年度川西町一般会計補正予算につい

てを議題といたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   議案第５０号、令和３年度川西町一般会計補正予算につい

て御説明いたします。  
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今回提案いたします補正予算は、緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置によ

り経済活動への影響が全国的に生じていることを踏まえ、その影響を受ける

事業者の支援に係るものでありまして、先般、国から追加内示のあった新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の特別枠（事業者支援分）を

活用して行うものであります。  

歳出予算として、第２款総務費の新型コロナウイルス感染症対応事業費に

おいて、事業所支援補助金７００万円を計上しておりますが、これは、町内

事業者が実施する様々な感染防止対策やオンライン取引等売上げ促進策のほ

か、リモートワーク、オンライン会議導入等に係る経費の一部について補助

するものであります。  

一方、歳入予算では、第１４款国庫支出金として、さきに説明した新型コ

ロナウイルス対応臨時交付金（事業者支援分）及び第１９款繰越金として、

前年度繰越金を計上いたしております。  

なお、今回の補正予算によりまして、歳入歳出予算総額は４８億４ ,６２０

万３ ,０００円となるところであります。  

説明は以上です。  

議   長（堀   格）   説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。  

質疑ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   質疑がないようですので、質疑を終わり、これより討論に

入ります。  

討論ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   討論がないようですので、討論を終わり、これより採決に

入ります。  

議案第５０号、令和３年度川西町一般会計補正予算についてを採決します。  

この採決は、挙手により行います。  

議案第５０号について、原案のとおり可決することに賛成の議員は、挙手

願います。  

           （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成全員であります。よって、議案第５０号は、原案のと

おり可決されました。  

次に、追加日程第２、同意第４号、副町長の選任についてを議題といたし

ます。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   本件でこちらからの最後の御提案となりましたが、私にと

りまして、今議会の最重要課題の一つと認識しております。  

多くの町民の皆様に信任を得、町長に就任させていただいた私が様々な政
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策を着実に進めていく上で鍵となる、私をサポートしていただく副町長を選

ぶという重要な案件であります。  

この副町長人事に関しましては、私のことをよく理解していただいている

方を選ぶ、県の御関係者との人脈が豊富な方を探す、公募するなど、多くの

選択肢が存在しておりますし、それも頭に置きながら考えてきた次第でござ

います。  

着任後５０日ほどたち、行政未経験の私も、役場の中で多くの職員の方々

と接し、また、その組織や業務の内容を教えていただく中で、私なりに感じ、

考え、また理解してまいりました。  

その中で、大切にすべきと考えております１点目は、行政は住民生活の基

礎的なインフラとして暮らしを支えているということです。この基礎を揺る

がすことなく、安定的に行政サービスを提供し続ける責務があり、これが暮

らしの安心安全につながるということです。  

そして、２点目に、改めて認識することが大切だと感じているものは、こ

こ川西町はコンパクトな自治体であり、行政も少人数の職員が力を合わせて

町行政を進めているという事実です。これから私が町政を進めていくに当た

りましても、この川西町の特徴をよく理解し、生かし、また、この制約をよ

く理解して工夫していくことが必要であると考えております。また、川西町

におきましては、このコンパクトさと共存してきたノウハウや知恵があると

感じているところでございます。  

また、３点目に、役場内部ではなく外部から着任した私が、川西町にとっ

て有意義な変化をつくっていくためには、これまでの歴史や経緯、現在の状

況をよく理解した上で取り組んでいくことが必要であると感じています。そ

うすることが、スムーズにスピード感を持って進めていくためにも有効であ

ると考えております。  

このような認識を持つ中で、私なりに考え、また多くの方々に御意見も伺

いながら、今のベストであると結論に至ったのが、現副町長に引き続きお願

いをするというものであります。  

副町長は、ただひたすら町長の政策のみ、町長の言うことを聞いて、その

実行をするのではなく、行財政の制約や過去の実例なども踏まえ、時には苦

言を呈したり、代替案や複数の選択肢を示すなど、政策を適切に実行する実

務的能力、政策を収れんする力が求められるものであります。  

森田氏は、その技量をお持ちの方であると感じております。また、川西町

の役場の中で長らく職員として行政経験を積まれ、また、職員の信頼が厚く、

庁内にも幅広い人脈をお持ちの方、また、これまでの川西町における歴史や

経緯、そして現状を理解されている方は、森田副町長を差し置いてはいない

と感じました。  

また、副町長にどなたがふさわしいかということについて様々な方に御意

見を伺う中で、選挙期間中に私を支援していただいた方々、また、その立場
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でなかった方々からも、副町長としては森田氏が適任という声を伺っており

ます。その背景は様々でありましょうが、町長のみならず副町長の交代で町

の事務方組織が大きく揺らぎ、町行政が停滞することのないよう、そして、

何よりも町行政に熟知した方が必要との考えだと推察するところであります

し、これは、私が着任後感じ、理解してきたものと一致しているところでご

ざいます。  

私は、町長就任に当たり、川西町の暮らしをよりよくする、未来世代に誇

りを持って引き継ぐことができる川西町をつくっていくと申し上げました。

これを着実に実行する、また、町行政を滞らせることなく、円滑かつ安定的

に進めることが私の一番の願いであります。  

そのために、森田副町長にぜひとも改めて副町長に就任いただきたく、議

員各位の御賛同を賜りますよう、心からお願い申し上げる次第でございます。  

私からの説明は以上であります。  

議   長（堀   格）   説明が終わりました。  

慣例により、森田政美副町長に退席を求めます。  

（森田政美君  退席）  

議   長（堀   格）   お諮りいたします。  

ただいま議題となっております同意第４号について、質疑を省略したいと

思いますが、御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、同意第４号は、質疑を省略

することに決定いたしました。  

これより討論に入ります。  

討論ございませんか。  

６番  安井知子議員。  

６番議員（安井知子）   反対の討論をいたします。  

８年前、私は竹村前町長に、副町長として森田氏を推薦いたしました。そ

の責任上、今回は反対討論をいたします。  

１、森田副町長の任命者である前町長が退任されたのですから、当然退任

すべき。「忠臣二君に仕えず」です。どちらもまた特別職で、前例を重視す

べきと思います。  

２、新町長は、古い政治を捨て去るとき、前例主義にとらわれないと明言

されていますが、新町長の政策４本の柱は、全て前町長のコピーであります。

その上、人事権を持った森田氏の再任は、旧体制の維持・継続にほかならな

いと思います。  

３、災害時、役場に駆けつけるのに名張から１時間以上かかります。峠越

えがあり、また、土砂崩れの多い可能性大です。到着できない可能性も大で

す。町長、副町長ともに町外に住んでいては、川西町の防災の指揮系統が不

安です。  
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重ねた上にも対策を練るべきときに、何を考えておられるのか。事が起こ

ってからでは遅いのですよ。  

反対討論を終わります。  

議   長（堀   格）   ほかに討論ございませんか。  

７番  福西広理議員。  

７番議員（福西広理）   ７番  福西広理でございます。それでは、同意第４号、副

町長の選任について、賛成の立場で討論を行います。  

今回、副町長に指名されておられます森田政美様は、町長の提案説明のと

おり、長きにわたりまして川西町の行政運営に御尽力をいただいており、ま

た、副町長としての責務を全うしてこられました。  

今回、小澤晃広新町長が就任され、民間の力を活用した新たな行政改革に

取り組んでいかれるということに期待をするところではございますが、これ

らの行政改革の実現のためには、小澤新町長のリーダーシップはもとより、

本町職員の協力なくしては実現できないことだと考えます。  

町政運営や人事に精通しておられる森田政美様には、引き続き副町長とし

て、民間企業出身の小澤新町長をサポートいただき、円滑な行政運営、そし

て川西町の発展に寄与していただけるものと判断し、本同意案件には賛成す

るものとし、私の賛成討論を終結いたします。  

議   長（堀   格）   ほかに討論ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   ほかに討論がないようですので、討論を終わり、これより

採決に入ります。  

同意第４号、副町長の選任についてを採決いたします。  

この採決は、挙手により行います。  

副町長に森田政美氏を選任することに同意の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成多数であります。よって、同意第４号は、原案のとお

り同意することに決定いたしました。  

森田政美副町長が自席に着席いたしますので、しばらくお待ちください。  

（森田政美君  入場）  

議   長（堀   格）   ただいま御同意いただきました森田政美副町長より、挨拶

を受けることにいたします。  

副町長。  

副  町  長（森田政美）   ただいま、私の副町長再任に際しまして御同意を賜り、お

礼を申し上げます。ありがとうございました。  

今回、町長からこのようなお話をいただいたとき、私でよろしいのか、正

直、悩みました。いろんな方にも御相談させていただきました。おおむね肯

定的なお話をいただきましたことと、何よりも町長から「一緒に川西町をも

っともっと住みよい町に、いい町にしていきましょう」と言われ、私でも少
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しはお役に立てるのかなと思い、決断に至りました。  

もとより微力ではございますが、精いっぱい努めさせていただく所存でご

ざいますので、議員各位におかれましては、ますますの御指導を賜りますよ

うお願い申し上げまして、お礼の挨拶といたします。  

どうもありがとうございました。（拍手）  

議   長（堀   格）   森田副町長には、町政発展のために一層の御尽力をいただ

きますよう、よろしくお願いいたします。  

次に、追加日程第３、発議第３号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処

し、地方税財源の充実を求める意見書を議題といたします。  

提出者の説明を求めます。  

１２番  芝  和也議員。  

12番議員（芝  和也）   １２番  芝  和也です。中島正澄議員、福山臣尾議員、阪本

学議員の賛同を得まして提出いたしました本意見書案は、御承知のとおり、

県の議長会から依頼のあったものでありまして、コロナ対応における自治体

税財源の確保を求めるものであります。  

いまだ収束の見えないコロナ感染でありますが、既に次の第６波が危惧さ

れる状況も生まれてきておりますので、今後も相当の対策が求められる問題

でありますので、手を緩めずに取り組まなければならないことは言うまでも

ありません。  

ただ、この間の対応において、対策に充てる財源を自治体固有の基幹税に

当たる固定資産税等の活用が図られてまいりましたので、応分の交付金算入

はあるにせよ、こうした措置は、本来国において実施されてしかるべきもの

にほかなりません。策として、国と地方を問わず、今後も講じるべき取組が

必要であることは言うまでもありませんが、それらを実施する上でも、地方

税財源をきちんと確保した上で、必要な手だてとして有効に活用することこ

そ、本来の務めと心得ますので、今後は、地方税財源の本体に影響するこれ

までのような特例は設けず、すべからく国において対処していただくことを

求めるものであります。  

議員各位におかれましては、賢明なる御判断をいただきまして、御議決く

ださいますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。  

議   長（堀   格）   提案説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。  

質疑ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   質疑がないようですので、質疑を終わり、これより討論に

入ります。  

討論ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   討論がないようですので、討論を終わり、これより採決に

入ります。  
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発議第３号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し、地方税財源の充実

を求める意見書を採決いたします。  

この採決は、挙手により行います。  

発議第３号について、原案のとおり採択することに賛成の議員は、挙手願

います。  

           （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成多数であります。よって、発議第３号は、原案のとお

り採択されました。  

次に、追加日程第４、発議第４号、沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土

砂を辺野新基地建設の埋め立て等に使用しないことを求める意見書を議題と

いたします。  

提案者の説明を求めます。  

１２番  芝  和也議員。  

12番議員（芝  和也）   それでは、今般、中嶋正澄議員、松村定則議員の賛同を得

まして提出をいたしました、沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を辺野

新基地建設の埋め立て等に使用しないことを求める意見書について御説明申

し上げます。  

事は、沖縄防衛局が新基地の海域埋立てのための土砂を沖縄本島南部から

も採取しようと計画している問題に関してであります。  

皆さん御承知のとおり、沖縄本島の南部地域一帯は、さきの沖縄戦で多く

の将兵や住民の皆さんが戦火に倒れられ、いまだに多数の遺骨が埋まったま

まの地域でありまして、ボランティアによる遺骨収集が行われています沖縄

戦跡国定公園内の遺骨発見現場も例外なく採取予定地に含まれているという

のが本計画の現状であります。  

この地は、戦後、魂魄の塔をはじめ、慰霊のための塔が次々と建てられ、

１９６７年１１月には、奈良県出身戦没者の慰霊として大和の塔も建立され、

本町出身の４名を含め、奈良県出身５９１名をはじめとする沖縄戦で犠牲と

なられた２４万１ ,６３２名の２人に１人以上が眠っておられる場所にほかな

りません。  

こうした国のために尽くした犠牲者の骨や血のしみ込んだ土砂を埋立てに

使うということは、戦没者御遺族の思いを冒瀆し、一度ならずも二度も殺さ

れるようなものでありまして、ご遺族の悲嘆は計り知れません。  

また、当時国が御遺族のもとに遺骨の代わりに届けたのが、骨つぼに納め

られた戦没地の石や土砂であったことからも、その土砂を埋立てに使う行為

は、過去に行った御遺族に対する慰霊行為を自ら否定することにほかなりま

せん。これは、基地建設の賛否の問題とは全く違いまして、まさに単純に人

道上の問題そのものにほかなりません。  

本町議会といたしましても、犠牲となられた皆さんの安らかなる御霊をご

遺族とともにお祈りしながら、人道にもとる今般の土砂採取地は計画から外
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し、埋立てに使用しないこと、並びに法律にのっとり、国の責任で戦没者の

遺骨収集を実施することを要請するものであります。  

議員の皆さんにおかれましては、賢明なる御判断をいただき、御議決くだ

さいますようお願いを申し上げまして、提案説明とさせていただきます。  

何とぞよろしくお願い申し上げます。  

議   長（堀   格）   提出者の説明が終わりましたので、これより質疑入ります。  

質疑ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   質疑がないようですので、質疑を終わり、これより討論に

入ります。  

討論ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   討論がないようですので、討論を終わり、これより採決に

入ります。  

発議第４号、沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を辺野新基地建設の

埋め立て等に使用しないことを求める意見書を採決します。  

この採決は、挙手により行います。  

発議第４号について、原案のとおり採択することに賛成の議員は、挙手願

います。  

           （挙手する者あり）  

議   長（堀   格）   賛成多数であります。よって、発議第４号は、原案のとお

り採択されました。  

以上をもちまして、本定例会に付議されました議案については、全て議了

いたしました。  

お諮りいたします。  

総務建設経済委員会、厚生文教委員会及び議会運営委員会並びに駅周辺整

備特別委員会、工業ゾーン創出特別委員会所管に係る議会閉会中の審査事件

につきましては、先ほどの常任委員会委員長の要望もありましたとおり、地

方自治法の規定に基づき、議会閉会中においても継続して調査並びに審査し

たいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（堀   格）   異議なしと認めます。よって、閉会中においても常任委員

会及び特別委員会を開催できることに決定いたしました。  

これをもちまして、本定例会の日程は全て終了いたしました。  

議員各位には、何かとお忙しい折にもかかわらず、本定例会に提案されま

した諸議案につきまして慎重に御審議を賜り、かつ、議会運営に御理解のあ

る御協力をいただきましたことに対し、議長として厚く御礼を申し上げる次

第でございます。  

また、理事者におかれましては、今後も引き続き厳しい財政環境が予想さ
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れるため、予算の執行に当たっては、経済性、効率性及び有効性に配慮しつ

つ、厳正な執行を望むものであります。また、議員各位から出されました御

意見、御要望を十分に尊重していただき、今後の町政に一層の御努力を賜り

ますようお願い申し上げる次第でございます。  

閉会に当たり、町長より閉会の挨拶をお願いいたします。  

町長。  

町   長（小澤晃広）   令和３年川西町議会第３回定例会の閉会に当たり、一言御

挨拶申し上げます。  

町長就任後、初の議会でありましたが、提出いたしました各議案につきま

しては、終始熱心に御審議賜り、全議案について御議決、御承認いただきま

したこと、深く感謝申し上げます。  

本会議並びに各委員会の審議過程でいただきました様々な御意見、御提言

につきましては真摯に受け止め、今後の町政に反映するよう努めてまいりた

く存じます。  

議員皆様には、日頃より町政発展のため御尽力いただいており、感謝申し

上げますとともに、引き続きの御支援、御協力をいただきますよう、よろし

くお願いを申し上げる次第でございます。  

さて、新型コロナウイルス感染の状況につきましては、新規感染者数も減

少傾向にあり、緊急事態宣言を出されている都道府県につきましても、今月

末をもって解除の方向で検討されているようにお聞きしておりますが、重症

者数、病床の使用率などに関しまして、依然予断を許さない地域も散見され

ております。  

本町におきましても、引き続き、感染防止対策の徹底、コロナワクチンの

接種推進、その他所要の支援措置につきまして取り組んでまいる所存であり

ますので、議員各位におかれましては、重ね重ねのお願いとなりますが、御

理解、御協力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会に当たっての私

の御挨拶とさせていただきます。  

誠にありがとうございました。  

議   長（堀   格）   これをもちまして、令和３年川西町議会第３回定例会を閉

会いたします。  

皆さん、どうもありがとうございました。  

（午前１１時２０分   閉会）  
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(議決の結果 )   

議案番号  件         名  議決月日  審議結果  

承認第 3 号  
川西町手数料条例等の一部改正する専決処分に

ついて  
9 月 24 日  原案承認  

認定第 1 号  
令和 2 年度川西町一般会計・特別会計決算につ

いて  
9 月 24 日  原案認定  

認定第 2 号  令和 2 年度川西町水道事業会計決算について  9 月 24 日  原案認定  

認定第 3 号  令和 2 年度川西町下水道事業会計決算について  9 月 24 日  原案認定  

議案第 44 号  令和 3 年度川西町一般会計補正予算について  9 月 24 日  原案可決  

議案第 45 号  
令和 3 年度川西町介護保険事業勘定特別会計補

正予算について  
9 月 24 日  原案可決  

議案第 46 号  
令和 3 年度川西町介護保険介護サービス事業勘

定特別会計補正予算について  
9 月 24 日  原案可決  

議案第 47 号  令和 3 年度下水道事業会計補正予算について  9 月 24 日  原案可決  

議案第 48 号  
川西町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正について  
9 月 24 日  原案可決  

議案第 49 号  
山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更に

ついて  
9 月 24 日  原案可決  

議案第 50 号  令和 3 年度川西町一般会計補正予算について  9 月 24 日  原案可決  

選任第 3 号  常任委員会委員の選任について  9 月 9 日  原案可決  

選任第 4 号  特別委員会委員の選任について  9 月 9 日  原案可決  

諮問第 3 号  人権擁護委員候補者の推薦について  9 月 9 日  原案推薦  

同意第 3 号  川西町教育委員会委員の任命について  9 月 9 日  原案同意  

同意第 4 号  副町長の選任について  9 月 24 日  原案同意  

発議第 3 号  
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し、地方

税財源の充実を求める意見書  
9 月 24 日  原案採択  

発議第 4 号  

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を辺野

古新基地建設の埋め立て等に使用しない事を求

める意見書  

9 月 24 日  原案採択  

 


